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７月７日、庄原市こども未来広場完成式並びに庄原ひだまり
広場落成式が行われました。
ＪＲ備後庄原駅舎内の庄原ひだまり広場（庄原子育て支援
施設）が広場内に移転し、既設の小児科診療所および病児
病後児保育施設と合わせ、子育て世代の「安心」のための
広場が完成しました。



庄
原
市
は
、
地
域
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
に
安
心
な
環
境
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
を
育
む
保
護
者
の
皆

さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、『
庄

原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
』
の

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

『
小
児
科
診
療
所
』
と
『
病

児
病
後
児
保
育
施
設
』
に
続

き
、
こ
の
た
び
『
庄
原
子
育

て
支
援
施
設
』
の
整
備
を
完

了
し
、『
庄
原
市
こ
ど
も
未

来
広
場
』が
完
成
し
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
、庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
完

成
式
並
び
に
庄
原
市
庄
原
子
育
て
支
援
施
設

（
庄
原
ひ
だ
ま
り
広
場
）落
成
式
を
行
い
ま
し

た
。式
典
の
中
で
、木
山
耕
三
市
長
は
、次
の

と
お
り
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
「
人
口
の
減
少
」を
最
重
要
課

題
と
し
、子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、育
て
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、優
先
し
て

取
り
組
む
べ
き
行
政
課
題
と
位
置
づ
け
、「
庄

原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
の
整
備
」を
企
画
し
、

約
３
年
の
歳
月
に
よ
り
完
成
に
至
り
ま
し

た
。

　

夢
に
描
い
た
「
こ
ど
も
未
来
広
場
」が
完

成
の
日
を
迎
え
た
こ
と
は
、本
市
の
子
育
て

環
境
に
お
い
て
、大
き
な
一
歩
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
、合
併
以
来
の
悲
願
だ
っ

た
市
内
で
の
産
科
再
開
が
実
現
し
、同
年
７

月
の
小
児
科
診
療
所
の
開
設
に
よ
り
、妊
娠

か
ら
出
産
、さ
ら
に
は
育
児
と
、本
市
の
子
育

て
体
制
は
大
き
く
充
実
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
こ
ど
も
未
来
広
場
」の
第
1
期
施

設
で
あ
る
「
庄
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
」と

「
わ
ら
べ
保
育
室
」は
、い
ず
れ
も
早
い
段
階

か
ら
市
民
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
得

て
、安
心
・
満
足
の
声
と
と
も
に
、想
定
を
上

回
る
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、第
２
期
の
施
設
と
し
て
、子
育

て
の
相
談
対
応
、保
護
者
の
集
い
の
場
な
ど
、

子
育
て
支
援
の
機
能
を
有
す
る
「
庄
原
ひ
だ

ま
り
広
場
」の
移
転
・
整
備
を
完
了
し
、計
画

し
て
い
た
施
設
が
す
べ
て
整
い
ま
し
た
。

　
「
庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
」に
は
、複
数

の
民
間
事
業
所
が
隣
接
し
て
い
ま
す
が
、各

社
と
も
、こ
ど
も
未
来
広
場
の
趣
旨
に
ご
賛

同
い
た
だ
き
、建
物
の
配
置
や
市
の
施
設
と

の
調
和
、駐
車
場
の
利
用
な
ど
に
大
変
配
慮

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
さ
に
官
民
が

一
体
と
な
っ
て
、本
市
の
子
ど
も
た
ち
を
育

み
、見
守
る
拠
点
で
あ
り
、ま
た
、“
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
”の
象
徴
的
な
空
間

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
施
設
の
活
用
に
よ
り
、庄
原
で
暮
ら
す

若
い
皆
さ
ん
に
、「
庄
原
が
い
ち
ば
ん
」と
感

じ
て
い
た
だ
き
、過
疎
化
・
少
子
化
の
抑
制

に
結
び
つ
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

親
子
が
気
軽
に
集
い
、悩
み
を
抱
え
た
保

護
者
に
寄
り
添
い
支
援
し
、こ
れ
か
ら
は
、皆

さ
ん
と
一
緒
に
子
ど
も
達
を
育
て
、一
緒
に

成
長
す
る
段
階
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、さ
ら
な
る
子
育
て
体
制
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

式
典
終
了
後
、記
念
行
事
と
し
て
、ミ
ニ
こ

ど
も
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。世
代
を
超

え
、多
く
の
方
が
来
場
し
、共
に
「
庄
原
市
こ

ど
も
未
来
広
場
」の
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。

庄原市小児科診療所
庄原市病児病後児保育施設 庄原市庄原子育て支援施設

所在地 庄原市西本町二丁目 12 番９号 庄原市西本町二丁目 12 番８号

敷地面積 1,296.76 平方メートル 702.87 平方メートル

建築面積 394.09 平方メートル 263.42 平方メートル

床面積
318.08 平方メートル
 小児科診療所　　　 214.22 平方メートル
 病児病後児保育施設 103.86 平方メートル

228.11 平方メートル

構造 木造平屋建 木造鋼板葺平屋建

駐車場 13 台 ６台（駐輪場　５台）

総事業費
（令和元年６月現在）

小児科診療所　２億 2,121 万円
病児病後児保育施設　１億 1,413 万円

１億 5,950 万円

●庄原市こども未来広場　施設配置図

●施設概要等

子
育
て
世
代
に
大
き
な
安
心
感
を

庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
完
成
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幼児トイレ

庄原ひだまり広場

庄原こどもクリニック わらべ保育室

庄原市庄原子育て支援施設

庄原市小児科診療所 庄原市病児病後児保育施設

○休所日　日曜日、休日および年末年始（12 月 29 日から翌年１月３日まで）
○開所時間　９時 30 分～ 16 時
○事業内容　子育てに関する相談対応および情報提供、子育て家庭の交流の場
の提供、子育てサークルの活動支援などを行います。

 ☎ 0824-74-6810・FAX 0824-74-6811
○休診日　日曜日、休日および年末年始（12 月 29
日から翌年１月３日まで）
○診療時間
月・火・木・金曜日：９時～ 12 時、15 時～ 18 時
水曜日　　　　　　：９時～ 12 時
土曜日　　　　　　：９時～ 13 時

 ☎ 0824-74-6770（FAX 兼）
○休所日　土曜日、日曜日、休日および年末年始（12
月 29 日から翌年１月３日まで）
○開所時間　８時 30 分～ 18 時
○定員　４人（同一世帯での複数児童の利用など、適
当と認められるときは定員を超えることができます。）
○事業内容　病児および病後児に一時的な保育の場を
提供します。

　

新
し
い
庄
原
ひ
だ
ま

り
広
場
は
、
７
月
８
日

か
ら
供
用
開
始
と
な
っ

て
い
ま
す
。
利
用
し
て

い
る
皆
さ
ん
に
感
想
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

▼
外
遊
び
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
う
れ
し

い
。
子
ど
も
が
成
長
し

て
遊
べ
る
よ
う
に
な
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

▼
木
の
ぬ
く
も
り
も
感

じ
ら
れ
、
広
く
て
明
る

く
て
気
持
ち
の
よ
い
空

間
で
す
。

▼
広
く
て「
は
い
は
い
」

が
た
く
さ
ん
で
き
て
と

て
も
楽
し
そ
う
で
す
。

▼
子
ど
も
用
の
ト
イ
レ

が
あ
っ
て
う
れ
し
い
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
安
心
し
て
で
き
そ

う
。

▼
駐
車
場
に
た
く
さ
ん

車
が
停
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
運
転
に
自

信
が
な
い
私
で
も
安
心

し
て
遊
び
に
来
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

▼
い
ろ
い
ろ
な
設
備
が

整
っ
て
い
て
使
い
や
す

い
。

庄
原
市
職
員
募
集
《
後
期
》

総
務
課
職
員
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
２

●採用職種、採用予定人員および応募資格

職種 採用予定人員 応募資格（※）

一般事務職 若干名
平成元年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人

技術職（土木） 若干名

障害のある人
を対象とした
一般事務職

若干名
昭和59年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人
受付期限までに身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉
手帳の交付を受けている人

※いずれの職種も、令和２年４月１日から勤務が可能な人。
※１受験者につき１職種しか受験できません。
※令和元年度庄原市職員採用試験《前期》の受験者で、８月 18 日㈰に実施する第１次試験の合格者は、
今回募集する庄原市職員採用試験《後期》を受験することはできません。採用試験《前期》の合格発表
前に申し込みをすることはできますが、採用試験《前期》の第１次試験を合格した場合は、採用試験《後
期》の受験資格を失います。（提出された書類は返送します。）

自治振興区などを通じた
地域活動に積極的に参画
し、市民との協働に努め
る職員

組織のミッションを理解
し、それを実現するため
の最善の方法を導き出せ
る職員

失敗を恐れずに新たな課
題に果敢に挑戦していく
職員

●市は次のような職員を求めています。
市

民

起

点

経

営

感

覚

自
律
と
創
造

●
申
込
手
続

（
１
）試
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法

①
配
布
場
所

総
務
課
職
員
係
、各
支
所
総
務
室

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.sho

bara.hiroshim
a.jp

）に
掲
載
中
の
試
験
案

内
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

③
郵
送
に
よ
る
請
求

庄
原
市
総
務
課
職
員
係
（
〒
７
２
７
‐

８
５
０
１　

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１

号
）宛
て
に
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

・	

総
務
課
職
員
係
宛
て
の
封
筒
の
表
に
は
「
試

験
資
料
請
求
」と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
：
縦
33
・
２
㎝
×

横
24
㎝
）に
宛
先
を
明
記
し
、１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。　

（
２
）提
出
書
類　

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、添
付
書

類
と
併
せ
て
総
務
課
職
員
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。　

（
３
）申
込
受
付
期
間　

９
月
17
日
㈫
17
時
15
分
ま
で

郵
送
の
場
合
は
９
月
17
日
㈫
消
印
有
効

●
試
験
の
方
法

　

試
験
は
第
１
次
試
験
～
第
３
次
試
験
と

し
、第
２
次
試
験
以
降
は
第
１
次
試
験
の
合

格
者
で
行
い
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
】

試
験
日　

10
月
20
日
㈰
７
時
45
分
受
付
開
始

試
験
会
場　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
庄
原
市
西
本
町
四
丁
目
５
番
26
号
）

試
験
科
目　

教
養
試
験
、作
文
試
験
、性
格
特

性
検
査
、専
門
試
験
（
技
術
職
（
土
木
）の
み
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
は
、活
字
印
刷
文
に
よ

る
出
題
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

【
第
２
次
試
験
】

試
験
日　

11
月
中
旬
（
予
定
）

試
験
内
容　

集
団
討
論
試
験

※
第
２
次
試
験
の
詳
細
は
、第
１
次
試
験
合

格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
第
３
次
試
験
】

試
験
日　

	

12
月
上
旬
（
予
定
）

試
験
内
容　

個
別
面
接
試
験

※
第
３
次
試
験
の
詳
細
は
、第
２
次
試
験
合

格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
年
月
日

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

問
い
合
わ
せ

総
務
課
職
員
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
２

※
詳
し
く
は
、「
令
和
元
年
度
庄
原
市
職
員
採

用
試
験
《
後
期
》案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎ 0824-75-0222（FAX 兼）
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●口和ジュニアテニスクラブ

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ

共に生きる仲間
つばさの会

　口和ジュニ
アテニスクラ
ブは、小学２
～６年生の男
女 23 人（ 男
子８人、女子
15 人）で、毎
月第二・第四
土曜日の９時
か ら 11 時 ま
で、ふれあい
の丘テニスコ
ート（口和町永田）でソフトテニスの練習を行っています。
　５人のコーチが指導にあたり、素振り、基本ストローク、サーブといった
基本練習を重点的に行っています。対外試合は行っていませんが、練習を通
じてソフトテニスの楽しさや魅力を感じてもらい、将来は中学校や高校の部
活動で活躍してくれることを願っています。

連絡先　福原　一志　☎ 0824-89-2312

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

生きづらさを抱えている人やその家族の支援・応援

問
い
合
わ
せ

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
い
ち
ば
ん
づ
く
り
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
７
８ 市民活動団体登録をしませんか？

市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎	0824-73-1209）まで。

このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。

29

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　
　
　
　
　

「
比
和
総
合
運
動
公
園
」

　

比
婆
山
連
峰
の
南
西
に
そ
び
え
、
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
「
滝
」
が
４
つ
も
あ

る
福
田
頭
。
そ
の
麓
に
位
置
す
る
比
和

総
合
運
動
公
園
に
は
、
多
目
的
広
場
、

野
球
場
、
体
育
館
が
あ
り
、
屋
内
・
屋

外
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
利
用
で
き
ま
す
。
隣
接
地
に
和
風
の

宿
泊
施
設
「
か
さ
べ
る
で
」
と
キ
ャ
ン

プ
感
覚
で
宿
泊
で
き
る
「
コ
テ
ー
ジ
棟
」

が
あ
り
、
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
高
校
や

大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
部
が
長
期
合
宿
な
ど

で
利
用
し
て
い
ま
す
。

秀
峰
「
吾
妻
山
」
を
眺
め
る

　

マ
ラ
ニ
ッ
ク
大

会
の
コ
ー
ス
か
ら

は
比
婆
道
後
帝
釈

国
定
公
園
に
あ
る
、

神
話
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
、
吾
妻
山

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

イ
ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
が
比
婆
山
に
眠

　

街
道
沿
線
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
す
る
「
比

婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
」。

　

今
月
か
ら
３
回
に
渡
っ
て
、
い
ざ
な

み
ッ
ク
２
０
１
９
比
婆
い
ざ
な
み
街
道

マ
ラ
ニ
ッ
ク
の
コ
ー
ス
の
見
ど
こ
ろ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
比
和
地
域
の
見
ど
こ
ろ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

物語 第５話

る
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
へ
「
あ
あ
、
吾

が
妻
よ
」
と
呼
び
か
け
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ナ
の
原
生
林
が

茂
り
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
高
山
植
物
の

宝
庫
で
す
。

　

標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
、
休
暇

村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ
が
あ
り
、
吾
妻
山
へ

の
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
の
基
地
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。

比
和
の
ま
ち
な
か
を
走
り
ぬ
け
る

　

た
た
ら
製
鉄
を
中
心
に
繁
栄
し
た
比

和
地
域
。
江
戸
時
代
に
は
出
雲
路
の
宿

場
町
に
も
指
定
さ
れ
、
明
治
後
半
に
は
、

各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
牛
馬
市
が
比

和
の
市
に
統
合
し
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

比
和
の
「
ま
ち
な
か
」
に
は
、
信
仰

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
社
寺
が

多
く
、
市
街
地
を
見
下
ろ
す
場
所
に
位

置
す
る
比
和
山
八
幡

神
社
は
、
イ
ザ
ナ
ミ

ノ
ミ
コ
ト
を
ま
つ
る

た
め
建
立
し
、
比
婆

宮
と
称
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

往
時
の
に
ぎ
わ
い
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
、
比
和
の
ま
ち
な
か
を
駆
け
抜
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

　私たちは、「ひきこもり」など何かしらの生きづらさを抱え
ている人およびその家族、支援者などが、互いに話し合い、交流し、
研修することで、相互の親睦を図りながら励ましを得て前進するこ
とを目指し、東城町を中心に活動を行っています。どなたでも大歓
迎いたします。一緒に生きる仲間になりませんか。
問い合わせ　事務局　☎ 08477-2-0302（会長　一森義史）
●講座のお知らせです。ぜひご参加ください
連続傾聴講座 ―臨床心理士の藤沢真智先生をお迎えして―

「こころに寄り添う聴き方講座」
と　き　①９月 13 日（金）【基礎編】　② 10 月 18 日（金）【応用編】
③ 11 月８日（金）【実践編】各回 10 時～ 12 時（参加費無料）
※全３回ですが、１回のみでも参加いただけます。
ところ　庄原市役所東城支所３階　大会議室
問い合わせ　庄原市社会福祉協議会東城地域センター ( ☎ 08477-2-
0488) または庄原市東城支所市民生活室（☎ 08477-2-5131）

もくじ
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10　住環境を整える介護保険サービス
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　　／現況届を忘れずに
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16　母子保健だより
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18　市政トピックス
22　カメラレポート
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合
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せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
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‐
１
１
３
２

　

春
夏
野
菜
の
収
穫
が
終
わ
れ
ば
、
前

作
の
古
い
葉
や
残
り
株
を
集
め
て
ほ
場

外
に
持
ち
だ
し
、
害
虫
や
病
原
菌
の
発

生
源
を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。
ほ
場
の
準

備
は
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

湿
害
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

秋
に
な
れ
ば
秋
雨
前
線
が
停
滞
し
ま

す
。
水
は
け
の
悪
い
ほ
場
で
は
、
あ
ら

か
じ
め
ほ
場
の
外
側
に
溝
を
切
っ
た

り
、
高
畦
を
作
っ
た
り
し
て
湿
害
対
策

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

あ
ら
か
じ
め
の
病
害
対
策

　

連
作
を
避
け
る
よ
う
に
ほ
場
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
と
く
に
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野

菜(

ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど)

は
連
作
を
す
る
と
根
こ

ぶ
病
（
※
）
な
ど
の
土
壌
病
害
が
多
発

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
根
こ
ぶ
病
発

生
ほ
場
は
、
栽
培
す
る
場
所
を
か
え
ま

し
ょ
う
。

石
灰
資
材
の
上
手
な
使
い
方

　

土
壌
中
の
石
灰
の
過
不
足
で
病
気
の

発
生
が
助
長
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
何
年
も
石
灰
を
投
入
し
て
い
な
い

畑
で
は
や
や
酸
性
の
土
壌
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
石
灰
資
材
を
投

入
し
ま
し
ょ
う(

苦
土
石
灰
１
ア
ー
ル

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員
　
若わ
か
や
ま山

　
　
譲
ゆ
ず
る

当
た
り
10
～
15
キ
ロ)

。
特
に
、
土
壌

が
酸
性
に
偏
る
と
根
こ
ぶ
病
の
発
生
を

助
長
す
る
た
め
、
必
ず
石
灰
資
材
を
投

入
し
ま
し
ょ
う
。

有
機
物
の
上
手
な
施
用
の
仕
方

　

堆
肥
（
有
機
物
）
の
効
果
は
急
に
現

れ
な
い
の
で
、
毎
作
施
用
し
続
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
化
学
肥
料
ば
か
り
で

栽
培
を
続
け
る
と
、
土
が
硬
く
締
ま
り

や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

土
づ
く
り
の
た
め
に
、
よ
く
熟
し
た

有
機
物
を
適
正
（
１
ア
ー
ル
当
た
り

２
０
０
～
３
０
０
キ
ロ
）に
施
し
ま
す
。

堆
肥
の
過
剰
施
用
や
、
未
熟
な
有
機
物

の
投
入
は
、
病
害
虫
の
発
生
を
助
長
し

ま
す
。

　

木
質
堆
肥
は
分
解
し
に
く
く
、
未
熟

な
物
を
大
量
に
投
入
す
る
と
有
機
物
の

分
解
に
窒
素
が
奪
わ
れ
る
た
め
、
作
物

は
一
時
的
に
窒
素
不
足
と
な
り
、
生
育

の
抑
制
が
起
こ
っ
た
り	(

窒
素
飢
餓)

、

病
害
虫
の
発
生
を
助
長
し
た
り
し
ま

す
。
石
灰
窒
素
な
ど
と
混
合
し
て
積
み

置
き
し
、
腐
熟
を
促
進
し
て
か
ら
使
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

木
質
牛
糞
堆
肥
は
肥
料
成
分
が
比
較

的
少
な
く
、
繊
維
質
が
多
い
の
で
土
壌

の
物
理
性
改
善
に
役
立
ち
ま
す	(

耕
土

の
深
い
柔
ら
か
い
土)

。

秋
冬
野
菜
栽
培
の
準
備
を　
　
　

行
い
ま
し
ょ
う
!!

（
※
）
根
こ
ぶ
病
…
根
に
こ
ぶ
が
で
き
養
水
分
の
吸
収
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
地
上
部
の
生
育
が
悪
く
な
り
し
ぼ
ん
で
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

母より：
元気いっぱいで素直な
子に育ってね !!

横よ
こ
や屋　

玲れ
い
な菜

ち
ゃ
ん
（
総
領
町
）

Ｈ
31
年
２
月
27
日
生
ま
れ

母より：
かほちゃんの笑顔で、み

んなが元気になります

ように！

横よ
こ
や
ま山　

果か

ほ歩
ち
ゃ
ん
（
総
領
町
）

Ｈ
28
年
11
月
４
日
生
ま
れ
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～戦争の残酷さを伝承する～ 

特
集語り継ぐ平和への思い

海
軍
へ
入
隊

　

谷
川
さ
ん
は
、
川
西
町
で
、
谷

川
家
の
７
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て

生
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
尋
常
高
等
学
校
を
卒
業
後
、

谷
川
さ
ん
は
、
福
岡
県
北
九
州
市

に
あ
る
八
幡
製
鉄
所
で
働
き
始
め

ま
す
。そ
の
５
年
後
、20
歳
に
な
っ

た
谷
川
さ
ん
は
徴
兵
検
査
を
受
け

ま
す
。
当
時
の
日
本
で
は
、
20
歳

に
達
し
た
成
人
男
子
は
全
員
徴
兵

検
査
を
受
け
る
事
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
検
査
を
受
け
た

谷
川
さ
ん
は
、
昭
和
16
年
１
月
、

海
軍
兵
と
し
て
呉
海
兵
団
に
入
団

し
ま
し
た
。

　終戦からことしで 74年。長い年月が過ぎた現在も、多くの人が、
かつての戦争で負った体や心の傷、あるいは家族を亡くした悔しさ
や悲しさなど、消えることのない苦しみを背負い続けています。
　今回は、海軍兵として戦地に赴いた谷川又四郎さんに、戦争の様
子や当時感じたことなどを、記憶をたどりながらお話いただきました。
　皆さんも命の尊さ・平和の大切さについて考えてみましょう。

谷
たにかわ

川　又
またしろう

四郎	さん
（98歳・川西町）

過
酷
な
訓
練
と
初
め
て
の
戦
闘

　

入
団
後
、
約
半
年
間
の
訓
練
を

終
え
た
谷
川
さ
ん
は
、駆
逐
艦
「
初

雪
」
へ
配
属
と
な
り
、
艦
隊
訓
練

を
受
け
ま
す
。
暑
く
狭
苦
し
い
船

内
で
の
訓
練
は
過
酷
で
、
さ
ら
に

波
の
揺
れ
で
船
酔
い
に
も
な
り
、

10
日
間
ほ
ど
は
食
べ
た
も
の
を
全

て
吐
き
出
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

過
酷
な
艦
隊
訓
練
を
終
え
た
谷

川
さ
ん
は
、「
初
雪
」
に
乗
り
込

み
、
南
方
（
現
在
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）
の
戦
地
へ
向
か
い
ま
す
。
南

進
を
続
け
る
昭
和
17
年
１
月
、
谷

川
さ
ん
は
、
マ
レ
ー
半
島
南
部
の

沖
合
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
軍
・

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
連
合
艦
隊
と
初

め
て
の
戦
闘
を
迎
え
ま
す
。
水
雷

科
に
配
属
さ
れ
て
い
た
谷
川
さ
ん

は
、
魚
雷
で
応
戦
し
、
敵
艦
隊
を

撃
退
。
そ
の
後
も
日
本
軍
は
侵
攻

を
続
け
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
攻
略

し
ま
す
。
こ
の
頃
の
日
本
軍
は
連

戦
連
勝
、
谷
川
さ
ん
は
「
戦
争
と

は
こ
ん
な
も
の
か
」
と
感
じ
て
い

た
そ
う
で
す
。
こ
の
時
ま
で
は
…
。

必
死
の
脱
出

　

そ
の
後
、谷
川
さ
ん
の
乗
る「
初

雪
」
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に

も
参
戦
し
ま
す
。
こ
の
戦
い
で
日

本
軍
は
航
空
母
艦
や
艦
載
機
に
多

く
の
損
害
を
出
し
、大
敗
。
以
降
、

日
本
軍
を
取
り
巻
く
戦
況
は
急
激

に
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
か
ら
退
却
し
た

谷
川
さ
ん
た
ち
は
、
飛
行
場
奪
還

の
た
め
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
ガ
ダ

ル
カ
ナ
ル
島
へ
向
か
い
ま
す
。
７

月
17
日
朝
、
陸
軍
兵
士
輸
送
作
業

中
の
谷
川
さ
ん
た
ち
は
、
１
５
０

機
も
の
艦
上
爆
撃
機
に
よ
る
大
空

襲
に
遭
い
ま
す
。
谷
川
さ
ん
は
船

前
方
の
艦
橋
（
艦
長
な
ど
が
指
揮

す
る
場
所
）
に
い
た
た
め
無
事
で

し
た
が
、「
初
雪
」
は
船
の
後
部
に

３
発
被
弾
し
、
浸
水
し
て
船
尾
か

ら
沈
み
始
め
ま
し
た
。
船
が
沈
む

と
き
、
周
り
に
浮
か
ぶ
も
の
も
海

中
に
引
き
込
ま
れ
る
た
め
、
急
い

で
船
か
ら
離
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
谷
川
さ
ん
は
上

官
の
命
に
よ
り
、重
要
書
類
の
入
っ

た
か
ば
ん
と
軍
刀
を
回
収
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん

と
か
回
収
し
終
え
る
と
、次
は
ボ
ー

ト
を
下
ろ
し
、
ま
ず
は
上
官
た
ち

を
避
難
さ
せ
、
そ
れ
か
ら
自
身
は

海
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

必
死
に
泳
い
で
逃
げ
る
谷
川
さ

ん
た
ち
に
、
今
度
は
、
米
軍
航
空

機
の
機
銃
掃
射
が
降
り
掛
か
り
ま

し
た
。
被
弾
を
避
け
る
た
め
慌
て

て
海
に
潜
り
ま
し
た
が
、
息
を
す

る
た
め
海
面
に
浮
か
び
上
が
る
と

き
、
沈
む
船
か
ら
漏
れ
出
し
た
重

油
で
顔
や
体
中
が
油
だ
ら
け
と
な

り
、
ま
さ
に
地
獄
絵
図
の
様
相
で

し
た
。

　

米
軍
機
が
去
っ
た
後
、
谷
川
さ

ん
は
仲
間
の
船
に
救
助
さ
れ
幸
運

に
も
助
か
り
ま
し
た
が
、
一
緒
に

乗
っ
て
い
た
同
郷
の
知
人
が
い
な

い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
知

人
の
遺
体
が
浮
い
て
こ
な
い
か
、

遺
品
を
持
っ
て
帰
れ
な
い
か
と
一

週
間
ほ
ど
海
を
探
し
ま
し
た
が
、

何
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　

こ
の
空
襲
で
、
船
員
２
４
０

人
中
80
人
が
即
死
。「
多
く
の
命

が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
る
戦
争

は
、
も
う
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な

い
！
」
谷
川
さ
ん
は
こ
の
時
を
振

り
返
り
言
い
ま
す
。

生
き
て
ふ
る
さ
と
へ

　

谷
川
さ
ん
は
、
そ
の
後
も
海
兵

と
し
て
他
の
船
に
乗
り
、
何
度
も

危
な
い
場
面
に
出
く
わ
し
、
終
戦

後
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の
捕
虜

と
な
る
な
ど
、
大
変
辛
い
思
い
を

し
た
そ
う
で
す
。

　

捕
虜
と
し
て
約
１
年
を
過
ご
し

た
昭
和
21
年
６
月
、
よ
う
や
く
日

本
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

庄
原
へ
着
き
、
高
駅
を
降
り
る

と
、
近
所
の
人
が
「
生
き
と
っ
た

ん
か
！
」
と
大
変
驚
き
、「
も
う

生
き
て
帰
っ
て
こ
な
い
」
と
思
っ

て
い
た
ご
家
族
も
涙
な
が
ら
に
喜

ん
だ
そ
う
で
す
。

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
「
戦
争
は
命
の
奪
い
合
い
、
ど

ん
な
思
い
・
目
的
が
あ
ろ
う
と
す

べ
き
で
は
な
い
」「
戦
闘
だ
け
で

は
な
い
。
マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱

な
ど
の
病
気
で
命
を
失
う
人
も
い

た
」「
辛
い
記
憶
だ
が
、
後
生
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
最
後
に
、
谷
川
さ
ん
は
こ

う
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

終
戦
か
ら
70
年
以
上
経
過
し
た

現
在
、
当
時
の
様
子
を
知
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
苦
し
い

思
い
、
悲
し
い
思
い
、
怖
い
思
い

を
し
た
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
忘

れ
、
か
つ
て
犯
し
た
過
ち
を
再
び

繰
り
返
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
当
時
を
知
る

人
の
話
を
聴
き
、
感
じ
、
考
え
、

後
生
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち

が
今
「
で
き
る
こ
と
」「
す
べ
き

こ
と
」
を
改
め
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　本市の戦没者に哀悼の意を表すとともに、再び戦
争の惨禍を繰り返すことのないよう、恒久平和を祈
念するため、庄原市戦没者追悼式並びに平和祈念式
典を開催します。多くの皆さんの参加をお願いしま
す。（申し込みは不要です。）
とき：８月 21 日㈬ 10 時～
ところ：庄原市民会館
※当日は要約筆記による案内に加え、イントラネッ
トでの中継も行いますので、各学校、自治振興セン
ターなどでもご覧いただけます。
※各支所から送迎バスを運行します。利用希望の方
は８月13日㈫までに各支所に申し込んでください。
（定員に限りがありますので、ご希望に添えない場
合はご了承ください。）
問い合わせ
社会福祉課障害者福祉係　☎ 0824-73-1210
西城支所地域振興室　☎ 0824-82-2202
東城支所市民生活室　☎ 08477-2-5131
口和支所地域振興室　☎ 0824-87-2112
高野支所地域振興室　☎ 0824-86-2115
比和支所地域振興室　☎ 0824-85-3001
総領支所地域振興室　☎ 0824-88-3063
※９月 10 日㈫～ 17 日㈫、市役所本庁舎１階市民
ホールで、戦争の悲惨さを伝え、平和の大切さを見
つめなおす機会にしていただくことを目的に、「折
り鶴」や「戦中・戦後の人々の暮らしを紹介したパ
ネル」などを展示しますので、ぜひご来場ください。

庄原市戦没者追悼式並びに平和祈念式典
令和元年度
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住宅改修費の支給についてvol.3

住宅改修費として２万円と18 万円の合計20 万円
を申請し、支給基準限度額が満額になりました。

状態が悪化し、要介護度が
要介護１から要介護４に
３段階上昇しているため、
再度、住宅改修費を20万円
まで申請することができ
ます。

問い合わせ　高齢者福祉課介護保険係　☎ 0824-73-1167

（要介護１）手すりの取り付け
改修費２万円申請
（１万８千円支給）

（要介護１）段差の解消
改修費 18万円申請
（16 万２千円支給）

（要介護４）スロープの設置
改修費 15万円申請
（13 万５千円支給）

「住環境を整える介護保険サービス」
在宅生活を支えるために

■住宅改修費の支給目的

　介護保険による住宅改修費の支給は、利用者が自宅で安心した生活を送ることを助けることや介護者の負担
軽減を図ることなどを目的としています。
　市が、利用者の心身の状況や住宅の状況などから「日常生活の自立を助けるために必要である」と認めた場
合に限り、住宅改修費が支給されます。

　　利用者は、介護支援専門員（ケアマネジャー）に相談し、住宅改修業者を
交えて、利用者の希望や身体の状態、自宅の様子を確認し、住宅改修の必要
性や改修内容の検討を行います。

　　改修工事の前に、「住宅改修費支給申請書（事前申請）」に、住宅改修が必
要な理由書、見積書、平面図、改修前の写真を添えて、市に申請します。

　　市が審査を行い、保険給付が適切であると認めるものについて許可をしま
す。市が許可した後に工事を開始します。

　　工事終了後、利用者は住宅改修事業者に改修費用を支払い、利用者名義の
領収書を受け取ります。
　　「住宅改修費支給申請書（本申請）」に、ケアプランの写し、領収書、工事
費内訳書、改修後の写真などを添えて、市に申請します。

　　市が、事前申請および本申請の際に提出された書類により、適切な工事が
行われたかどうかの確認を行い、支給が必要であると認めた場合に限り、住
宅改修費を支給します。

■支給対象者
　介護保険の要支援または要介護の認定を
受けている人
※「事業対象者」として、通所サービス・
訪問サービスのみ利用している方は、介
護保険サービスで
の住宅改修はでき
ません。希望する
場合は、要介護認
定が必要です。

■支給方法
　利用者が改修費用の全額を支払い、そ
の後申請をして介護保険給付分（７割～
９割）の支給を受けるという「償還払い」
を原則としています。

■支給基準限度額
　同一住宅で 20 万円までとし、20 万円までの工事で済んだ場合は、残額分を
今後の改修費用に充てることができます。逆に、20 万円を超えた部分は全額
自費になります。
　ただし、別の住宅に引っ越して住所を移した場合や、心身の状態の悪化によ
り前回の住宅改修給付時から要介護度が３段階以上上昇した場合には、再度
20 万円までの支給申請が可能となります。

■支給対象となる住宅改修
　住宅改修費の支給対象となる改修は、以下の①～⑥とな
ります。
①手すりの取り付け（廊下や階段、トイレなど）
②段差や傾斜の解消（スロープ設置、浴室床のかさ上げな
ど）
③滑りにくい床材・移動しやすい床材への変更（畳・板材
など）
④開き戸から引き戸などへの扉の取り替え
⑤和式から洋式への便器の取り替え
⑥その他これらの各工事に付帯して必要な工事
　・手すりの取り付けのための壁の下地補強
　・浴室の床の段差解消に伴う給排水設備工事　など
※住宅が賃貸の場合は、
家主の承諾が得られれ
ば改修は可能です。
※新築工事中の住宅や住
所地と異なる住宅は対
象となりません。

1 回目 ２回目 ３回目

１

２

３

４

５

　住宅改修を行うことで、転倒を防いだり、移動がスムーズになるなど、自宅で
安全に生活することができます。
　一方で、住宅改修は、体の状態や住宅の状況に応じて適切に行う必要があります。
自ら安易に判断するのではなく、ケアマネジャーなどに相談しましょう。

利用者負担１割の方が住宅改修を段階的に行う場合の例

■支給までの流れ

１
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　第９期シルバーリハビリ体操２級指導士養成講
習会受講者募集中です。
　シルバーリハビリ体操については高齢者福祉課
または各支所地域振興室・市民生活室にお問い合
わせください。

　つまりシルバーリハビリ体操を継続することにより、指導士も受講者も身体機能・
心理面へのプラス効果あり！という結果が得られました。

自分も元気！地域も元気！になるために、
あなたも「指導士」なって一緒に活動して
みませんか。

　庄原市の高齢化率は 42％を超えています。市民の５人に２人は 65 歳以上ということです。
　いつまでも住み慣れた地域で自分らしく生き生きと暮らすために、介護予防に取り組んでいます。

シルバーリハビリ体操

シルバーリハビリ体操2級指導士養成講習会の様子
（筋肉や骨についても学びます）

参加者の
声を聞きました

高齢者福祉課地域包括支援センター係　☎ 0824-73-1165

自分も地域も元気になるために !!

高地区の介護予防事業での活動の様子

東 ･山内地区シルバーリハビリ体操教室の様子

30
（回） （点）

20

10

0

80

40

60

20

0

（図１） （図２）

1.3倍アップ

受講前

15.7

受講後 受講前 受講後

20 56.7
65.2

8.5点アップ

活気・活力
（ポジティブな感情）

30秒間たちあがり
アンケー

ト

シルバーリハビリ体操の効果を検証しました

　平成 30 年度、県立広島大学の協力のもと、「指導士」80 人、「指導士養成講習会受講生」
13 人を対象に、体力測定と気分や感情に関するアンケート調査などを行い、「シルバーリハ
ビリ体操」の効果について検証しました。

検証結果

●指導士として活動する人は、指導回数が多い人ほど、歩行速度が
上がっています。
●指導士養成講習会の受講により、毎週シルバーリハビリ体操を実
施した人は、「30秒間に椅子から何回立ち上がりができるか」の
測定では受講前より回数が 1.3 倍に増え、筋力の強化が図られま
した。（図１）
●指導士、受講生とも感情に関するアンケート調査で、活気・活力・
友好などポジディブな感情での点数が上がっています。（図２）

身近な地域で広がっています!! 

　「シルバーリハビリ体操」は、主に高齢者
の介護予防を目的に茨城県立健康プラザ管
理者の大田仁史医師が考案した体操です。
「いつでも・どこでも・ひとりでも」できる体
操で、「座る」「立つ」「歩く」など日常生活
動作を楽にし、腰・膝の痛みの予防や転倒
予防にも役立ちます。
　市が実施する養成講習会を修了した、60
歳以上の地域住民の皆さんが、「指導士」と
して地域のサロンやデイホームなどの集まり
場に出向いたり、地域で教室を運営したりし
ています。

　受講者
・みんなと楽しく体操ができています。
・家では運動をしないが、集まると頑張
ろうという気持ちになります。
・体操をして体が楽になりました。

　指導士
・指導をするようになって、自分も膝や腰が楽
になりました。
・体操を通して人とのつながりが増えました。
・参加者と会話をしながら、自分自身も楽しん
で指導しています。
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花
火
を
安
全
に
楽
し
も
う
！

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
夏
の
身
近
な
風

物
詩
「
花
火
」。
し
か
し
、
気
軽
に
楽
し

め
る
花
火
の
原
料
は
火
薬
で
あ
り
、
取
り

扱
い
上
の
不
注
意
か
ら
毎
年
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
夏
の
楽
し
い
思
い
出
に
す

る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
花
火

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

お
盆
の
火
の
取
り
扱
い
に　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

墓
掃
除
や
墓
参
り
な
ど
火
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
火
災
予
防
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

あ
な
た
の
目
の
前
で
、
突
然
の
事
故
や

病
気
で
人
が
倒
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
迅
速
な

１
１
９
番
通
報
、
適
切
な
応
急
手
当
を
実

施
す
る
こ
と
で
傷
病
者
の
救
命
効
果
が
上

昇
し
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
、
全
国
平
均
で
８
・
６

分
か
か
り
ま
す
。
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

た
人
の
命
の
た
め
に
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
！
消

防
署
で
は
１
年

を
通
し
て
救
命

講
習
や
救
急
教

室
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽

に
最
寄
り
の
消

防
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

く
読
ん
で
、
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
し
た

り
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
風
の
強
い
日
は
、
花
火
で
遊
ば
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ
ツ
を
用

意
し
て
、
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

▼
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
と
一

緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
無
い
こ

と
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

▼
仏
壇
に
線
香
や
灯
明
を
上
げ
る
と

き
は
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

▼
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
し
ま

し
ょ
う
。

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
（
所
得
制

限
で
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方
を
含
む
）

は
、必
要
書
類
や
印
鑑
な
ど
を
持
っ
て
、

受
付
期
間
中
に
児
童
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室
で
現

況
届
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
と
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
差
し
止
め
ら
れ
る

ほ
か
、
２
年
間
手
続
き
を
し
な
い
と
受

給
権
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
の
う
ち
未
婚
の
ひ
と
り
親
の
方
を

対
象
に
、
臨
時
・
特
別
の
措
置
と
し
て

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、

現
況
届
郵
送
時
に
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

○
児
童
扶
養
手
当

８
月
30
日
㈮
ま
で

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

８
月
９
日
㈮
～
９
月
11
日
㈬

※
該
当
す
る
方
に
は
、
別
途
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

受
給
資
格

◎
児
童
扶
養
手
当

　

母
親
ま
た
は
父
親
の
み
で
養
育
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
、
あ
る
い
は
父
ま

た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
。
児
童
の
対
象

年
齢
は
、
18
歳
に
達
し
た
年
の
年
度
末

ま
で
。
た
だ
し
、
児
童
に
中
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
。

　

現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
案
内
が
届
か
な
い
方
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備

　

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
が
、宝
く
じ
を
財
源

と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
採
択
を
受
け
、

備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進

と
そ
の
健
全
な
発
展
を
図

実施団体名 整備備品 事業実施の成果 上段：助成金
下段：事業費

庄原市下高
自治振興区

会議用テーブル、椅
子、チェアポーター、
エアコン

下高自治振興センター会議室
に、テーブル・椅子・チェアポ
ーター・エアコンを整備したこ
とで、会議や地域行事での施設
利用が促進され、地域の活性化
に貢献する。

1,800,000円
1,836,000円

自
治
定
住
課
自
治
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

る
こ
と
を
目
的
に
、一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
事
業
で
す
。

　

令
和
元
年
度
は
１
件

が
採
択
さ
れ
、地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

2019年度全国統一防火標語　「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

（
西
城
支
所
は
、
し
あ
わ
せ
館
内
）

　

市
は
、
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
規
定
す
る
、
市
民
の
意
向
を
尊
重
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
た
広
聴

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
市
長
と
市
民
の
皆

さ
ん
が
直
接
対
話
す
る
市
長
懇
談
会
「
庄

原
い
ち
ば
ん
談
議
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
実
施
団
体
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
対
象

　

市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
も
し
く
は
通

学
す
る
も
の
を
含
む
、
お
お
む
ね
10
人
以

上
で
構
成
す
る
団
体
。

※
自
治
振
興
区
お
よ
び
自
治
会
は
市
政
懇

談
会
を
実
施
し
て
い
る
た
め
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※
宗
教
団
体
お
よ
び
政
党
な
ら
び
に
政
治

活
動
団
体
、
そ
の
他
市
長
が
適
当
で
な
い

と
認
め
る
団
体
は
除
き
ま
す
。

※
懇
談
会
の
参
加
人
数
は
お
お
む
ね
10
人

か
ら
30
人
と
し
ま
す
。

■
懇
談
テ
ー
マ

　

各
団
体
の
活
動
を
通
じ
た
「
ま
ち
づ
く

り
の
提
案
」
な
ど
に
つ
い
て
、
各
団
体
で

懇
談
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

令
和
元
年
度

市
長
懇
談
会
「
庄
原
い
ち
ば
ん
談
議
」

実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

■
実
施
期
間
等　

９
月
下
旬
～
11
月
下
旬

（
１
団
体
当
た
り
、
60
分
程
度
）

■
募
集
方
法

　

８
月
30
日
㈮
ま
で
に
実
施
申
込
書
を
作

成
の
う
え
、
行
政
管
理
課
広
報
統
計
係
ま

た
は
各
支
所
総
務
室
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
実
施
申
込
書
は
行
政
管
理
課
、
各

支
所
総
務
室
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

■
実
施
決
定

　

提
案
の
内
容
な
ど
に
応
じ
、
市
長
が
実

施
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

　

応
募
状
況
に
応
じ
て
、
過
去
に
実
施
し

て
い
な
い
団
体
を
優
先
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係　
　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
２
２
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子育て通信子育て通信

あそびっ子あそびっ子
児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

※
託
児
あ
り
（
０
歳
児
～
小
学
３
年
生
）

　

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、８
月
30
日
㈮
ま
で
に
児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。４
年
生
以
上
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

母子保健母子保健母子保健
コーナー

市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
ご
紹
介

あ
り
ん
こ
く
ら
ぶ

育
児
サ
ー
ク
ル

子
育
て
支
援
講
演
会
を
開
催

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
い
ろ

い
ろ
な
企
画
を
す
る
こ
と
で
保
護
者
の

心
身
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
っ
て
い
ま

す
。
親
子
あ
そ
び
や
親
子
食
育
教
室
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
な
ど
、
み
ん
な
で

楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

月
に
１
～
２
回
集
ま
り
、
体
操
は
毎

月
、
食
育
は
年
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
３
歳
未
満
の
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
の
７
組
く
ら
い
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
活
動
内
容
紹
介
】

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

　

肩
こ
り
、
腰
痛
・
骨
盤
の
ゆ
が
み
に
対

育
児
サ
ー
ク
ル

あ
り
ん
こ
く
ら
ぶ

東城

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

応
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き

で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

▼
親
子
食
育
教
室

　

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
、
減
塩
、
添

加
物
、
腸
育
な
ど
の
テ
ー
マ
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

親
子
で
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
み
ん
な
で
お
で
か
け

　

街
並
み
散
歩
な
ど
、
み
ん
な
で
出
か

け
る
と
よ
り
楽
し
い
で
す
。

▼
講
習
会

　

親
子
パ
ン
作
り
教
室
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ア
ロ
マ
で
作
る
虫
よ

け
ス
プ
レ
ー
な
ど
、
み
ん
な
の
“
や
り

た
い
な
ー
”
の
声
か
ら
い
ろ
い
ろ
企
画

し
ま
す
。

▼
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

　

ベ
ビ
ー
・
こ
ど
も
服
・
履
物
な
ど
、

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
育
児
用
品
を
譲

り
受
け
、イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

東
城
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
城
こ
ど
も
の
館
内
）

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
１
６
０

月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　
不
安
に
な
り
が
ち
な
育
児
が
少
し

で
も
楽
し
く
な
る
よ
う
、
各
地
域
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
サ
ー
ク
ル

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
東
城
地
域
の
子
育
て
サ
ー

ク
ル
「
育
児
サ
ー
ク
ル
　
あ
り
ん
こ

く
ら
ぶ
」
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
っ
た
り
、
育
て
に
く
さ
を
感

じ
た
り
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩
ん
だ
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
発
達
な
ど
が
気
に
な
る
子
ど
も
や
そ
の
家
庭
へ

ど
う
声
を
掛
け
て
い
い
か
、
ど
う
関
わ
っ
て
い
い
か
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

日
常
生
活
の
中
で
、
保
護
者
を
含
め
子
ど
も
た
ち
に
関

わ
る
人
た
ち
み
ん
な
が
、
そ
の
特
性
や
困
難
さ
を
理
解
し
、

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

先
輩
マ
マ
で
あ
り
「
マ
マ
、
死
に
た
い
な
ら
死
ん
で
も

い
い
よ
」
の
著
者
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
勇
気
を
も
ら
え
る

講
演
会
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
１
日
目
】

と
き

９
月
５
日
㈭

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
総
合
体
育
館

（
西
本
町
四
丁
目
３
‐
２
）

【
２
日
目
】

と
き

９
月
６
日
㈮

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
西
本
町
四
丁
目
５
‐
26
）

講
師株

式
会
社
ミ
ラ
イ
ロ

日
本
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
協
会　

理
事

岸
田
ひ
ろ
実
さ
ん

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

健康広場

●就寝中には枕元に水分を準備しておくと、水分摂取しやすく
なります。

●コーヒーや緑茶、アルコールなどは利尿作用（尿として水分
を体外に排出する働き）があるため、水分摂取には適しません。

●激しい運動などで汗を多くかくときは、塩分を含んだスポー
ツドリンクを取るとよいでしょう。

●腎臓や心臓疾患の治療中の方は、医師の指示に従って水分摂
取してください。

水
分
の
取
り
方
、
再
確
認
！

入浴中も汗をかくなど

水分は失われていま

す。比和温泉施設あ

けぼの荘での入浴の

際も、入浴の前後に水分を取って、快

適に温泉を楽しんでください！

　
今
の
時
季
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
水

分
摂
取
の
話
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
ま
せ

ん
か
。「
耳
に
た
こ
が
で
き
る
く
ら
い
、
何

回
も
聞
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
水
分

の
取
り
方
に
つ
い
て
再
度
振
り
返
り
、
安
全

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

再
確
認
・
そ
の
一

●
人
間
に
必
要
な
水
分
量

　
生
命
の
維
持
に
必
要
な
水
分
量
は
、
成
人

男
性
で
一
日
に
２
・
５
リ
ッ
ト
ル
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。（
図
１
） 

　
体
の
中
の
水
分
量
は
、
１
日
の
水
分
摂
取

と
排
せ
つ
に
よ
り
一
定
に
調
整
さ
れ
て
お

り
、
成
人
男
性
で
は
体
重
の
60
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
加
齢
と
と

も
に
少
な
く
な
っ
て
い
く
た
め
、特
に
高
齢
者

は
脱
水
に
な
り
や
す
く
、注
意
が
必
要
で
す
。

再
確
認
・
そ
の
二

●
水
分
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
体
へ
の
影
響

　
尿
や
汗
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
水
分
を
適
量

摂
取
で
き
ず
、
不
足
し
た
状
態
で
い
る
と
、

熱
中
症
や
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
（
深
部
静
脈
血
栓
症
）
を
発

症
す
る
恐
れ
が
高
ま
る
な
ど
、
健
康
に
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
脳
梗
塞
は
夜
間
か
ら
早
朝
に
か
け
て
最
も

発
症
し
や
す
く
、
人
間
の
体
が
就
寝
中
に
脱

水
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
関
連
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熱
中
症
は
屋
内
で

も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

再
確
認
・
そ
の
三

●
喉
が
乾
い
た
と
感
じ
る
前
に
小
ま
め
な
水

分
摂
取

　（
図
１
）
の
と
お
り
、
水
分
は
食
事
で
も

摂
取
し
て
い
る
の
で
、
飲
み
水
で
は
１
・
２

リ
ッ
ト
ル
程
度
摂
取
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
一
日
に
１
・
２
リ
ッ
ト
ル
を
ど
う
や
っ

て
飲
め
ば
い
い
の
？
」
と
思
う
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、（
図
２
）
を
参
考
に
、

ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

比和支所地域振興室

専門員　塚本　麻里

食事　1.0ℓ
体内でつくられる水　0.3ℓ
飲み水　1.2ℓ

尿・便　1.6ℓ
呼吸や汗　0.9ℓ

ＩＮ

水分の摂取と排せつ（図１）

水分の取り方の参考例（図２）

ＯＵＴ

縦長マグカップ 1杯　約 200ml
この飲み方でいくと
200ml×6 杯＝1.2ℓ摂取したことに
なります。

朝

昼

3時休憩

夕

就寝前

朝食時　１杯

昼食時　１杯

１杯

夕食時　１杯

入浴時　１杯

１杯

意外と簡単に摂取できる！！

計 2.5ℓ

計 2.5ℓ

飲み方のポイント
ひとくちメモ

ちょっと
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市民のスポーツ意識の醸成
庄原市スポーツ大使によるスポーツ推進事業

いちばん
づくり課

　

市
は
、外
国
人
の
方
に
必
要
な
情

報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
、便
利
に

お
伝
え
す
る
た
め
、広
報
物
の
電
子

書
籍
化
・
多
言
語
化
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

当
面
、４
つ
の
広
報
物
を
対
象
と

し
ま
し
た
が
、今
後
外
国
人
の
皆
さ

ん
の
声
を
集
約
し
な
が
ら
、順
次
拡

大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
閲
覧
方
法
】

　

無
料
ア
プ
リ
「
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ

ト
」を
利
用
し
て
お
手
持
ち
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　

カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
は
（http://

catapoke.com

）	

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
応
言
語
】

日
本
語
、英
語
、中
国
語(

繁
体
字
・
簡

体
字
）、韓
国
語
、タ
イ
語
、ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
、ベ
ト
ナ
ム
語

【
対
象
の
広
報
物
】

▼
広
報
し
ょ
う
ば
ら

▼
ご
み
の
分
け
方
ガ
イ
ド

▼
庄
原
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
家
庭
ご
み
の
正
し
い
出
し
方

降雨に備えて
庄原市一斉防災点検

外国人の利便性の向上をめざして
広報物の電子書籍化・多言語化をスタートしました！

建設課

いちばん
づくり課

●
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ
ト
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

カタログポケットの使い方

パネルディスカッションの様子 市道法面の点検の様子

スポーツフェスティバル総合開会式で選手を激励 水泳教室の様子　左上：八幡小学校、右上：西城小学校、左下：山内小学校、右下：高小学校

基調報告を行った
中国新聞社の平井
さん

　

市
は
６
月
30
日
、東
城
文
化
ホ
ー
ル
で
、在
宅

医
療
・
介
護
に
つ
い
て
の
市
民
研
修
会
「“
こ
こ

で
暮
ら
し
た
い
”を
叶
え
る
た
め
に
～
お
医
者
さ

ん
・
介
護
・
福
祉
と
ど
う
向
き
合
う
？
～
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

中
国
新
聞
社
文
化
部
デ
ス
ク
の
平ひ

ら
い井
敦あ

つ
こ子
さ

ん
に
よ
る
基
調
報
告
、市
内
の
医
師
、介
護
職
、

地
域
福
祉
職
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、医
療
や
介
護
の
資
源
が
限
ら
れ
る

中
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
は
「“
か
か
り
つ
け
医
”を
持
ち
、相
談
し
て
ほ

し
い
」「
専
門
職
と
家
族
、地
域
の
関
わ
り
に
よ
っ

て
、家
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
い
う
希
望
を
叶
え

ら
れ
た
事
例
も
あ
る
」「
自
分
の
役
割
が
あ
る
こ

と
が
生
き
る
力
に
な
る
」「
地
域
の
ち
ょ
っ
と
し

た
助
け
合
い
な
ど
が
、暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ

く
る
」と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
現
場
で
働
く
人

の
声
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」「
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
考
え
た
い
」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

“ここで暮らしたい”を叶えるために
在宅医療・介護についての市民研修会を開催

高齢者
福祉課

★庄原市ホームページも多言語化しています !!
対応言語：英語、中国語（繁体字・簡体字）、韓国語、インドネシア語、ベト

ナム語

※広報しょうばら 2019 年６月号 21 ページでお知らせしています。

ま
ず
は

ア
プ
リ
を
タ
ッ
プ
！

　

市
は
、６
月
の
土
砂
災
害
防
止

月
間
に
合
わ
せ
、市
内
の
市
道
の

り
面
な
ど
の
一
斉
点
検
を
実
施
し

ま
し
た
。災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、市
職
員
が
ひ
び
割
れ
や
落
石
・

倒
木
の
有
無
な
ど
を
点
検
し
、対

応
が
必
要
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

た
。

　

市
は
、日
常
パ
ト
ロ
ー
ル
や
月

１
回
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、道
路
施
設
の
経
年

劣
化
に
よ
る
被
害
や
落
石
な
ど
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
異
常
降
雨
が
た
び
た
び

起
こ
っ
て
い
ま
す
。地
域
周
辺
で

異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、す
ぐ

に
建
設
課
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
２
）ま
た
は
各
支
所
地
域

振
興
室
・
産
業
建
設
室
へ
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
使
「
金
藤
理
絵
さ
ん
」

が
水
泳
教
室
を
実
施

　

庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
大
使
の
金
藤
理
絵

さ
ん
に
よ
る
水
泳
教
室
を
、７
月
４
日

か
ら
９
日
の
間
、市
内
の
小
学
校
６
校

で
実
施
し
ま
し
た
。金
藤
さ
ん
に
よ
る

水
泳
教
室
は
、本
年
度
か
ら
３
年
間
で
、

市
内
の
全
て
の
小
学
校
で
実
施
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

金
藤
さ
ん
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
た

子
ど
も
た
ち
は
、最
初
は
金
メ
ダ
リ
ス

ト
に
会
え
た
こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。さ
ら
に
、金
藤
さ
ん
の
手
本
を
見
な

が
ら
練
習
し
、少
し
ず
つ
上
手
に
な
っ

て
い
く
こ
と
に
喜
ぶ
な
ど
、水
泳
を
楽

し
み
な
が
ら
、技
術
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。指
導
後
、子
ど
も
た
ち
は
金
メ
ダ
ル

を
直
接
手
に
と
っ
て
触
ら
せ
て
も
ら

い
、そ
の
重
さ
に
み
ん
な
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、６
日
に
開
催
さ
れ
た
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
水
泳
教
室
で
も
、子
ど
も
た
ち

に
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、７

日
に
開
催
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
総
合
開
会
式
で
は
、選
手
の

皆
さ
ん
に
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
水
泳
教
室
に
参
加
し

た
、川
北
小
６
年
生
の
八や

た
が
い谷
春は

る
き輝
く
ん

は
「
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
金
藤
さ
ん
に
会

え
て
感
動
し
ま
し
た
。教
え
方
も
と
て

も
上
手
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
水
泳
を
続
け
て
行
き
た
い

で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
じ
く
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
水
泳

教
室
に
参
加
し
た
、高
野
小
６
年
生
の

香か
が
わ川
ク
リ
ス
タ
ル
泉い

ず
み

さ
ん
は
「
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
金
藤
さ
ん
に
会
え
て
、と
て

も
優
し
く
教
え
て
も
ら
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。特
に
平
泳
ぎ
が
う
ま
く

な
れ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
水

泳
を
続
け
て
、も
っ
と
う
ま
く
な
り
た

い
で
す
」と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

一
流
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
の
直
接
指
導

は
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、と
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
未
来
広
場
完
成
式
な
ど
に
も
参
加

　

７
日
に
開
催
さ
れ
た
、こ
ど
も
未
来

広
場
完
成
式
・
庄
原
ひ
だ
ま
り
広
場
落

成
式
に
も
出
席
さ
れ
、セ
レ
モ
ニ
ー
で

の
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
開
き
」と
、「
エ
コ
風

船
飛
ば
し
」に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
エ
コ
風
船
飛
ば
し
」で
は
、金
藤
さ

ん
の
掛
け
声
で
、参
加
者
が
一
斉
に
風

船
を
飛
ば
し
、大
空
に
色
と
り
ど
り
の

風
船
が
元
気
よ
く
飛
び
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

金
藤
さ
ん
に
は
、今
後
も
庄
原
市
ス

ポ
ー
ツ
大
使
と
し
て
、庄
原
市
の
Ｐ
Ｒ

や
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま

な
場
面
に
お
い
て
、ご
協
力
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
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市
は
６
月
20
日
、
林

は
や
し

廣ひ
ろ
み実

さ
ん
、
坂さ

か
も
と本
誠ま

こ
とさ
ん
、
谷た

に
ぐ
ち口

武た
け
こ子
さ
ん
の
３
人
に
、
自
衛

官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
を
、

市
長
と
自
衛
隊
広
島
地
方
協

力
本
部
長
の
連
名
に
よ
り
行

い
ま
し
た
。募
集
相
談
員
は
、

入
隊
希
望
者
へ
の
情
報
提
供

や
自
衛
官
募
集
の
広
報
を
、

好
意
に
よ
り
協
力
す
る
方
で

す
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
あ
い
さ

つ
で
「
地
域
を
良
く
知
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
相
談
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
今
後
も
多
く
の
優
秀
な

人
材
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
協

力
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

左から木山耕三市長、林廣実さん、坂本誠さん、鷹尾潤本部長

入隊希望者のよき相談役として
自衛官募集相談員委嘱式

総務課

　

７
月
10
日
、
市
役
所
で
、
本
年
度

の
庄
原
市
優
良
建
設
工
事
施
工
業
者

の
認
定
式
な
ら
び
に
優
良
技
術
者
の

表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
会
社
の
技
術

力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
が
発
注

す
る
契
約
額
５
０
０
万
円
以
上
の
建

設
工
事
に
つ
い
て
、
品
質
や
出
来
栄

え
、
安
全
対
策
な
ど
総
合
的
に
評
価
す

る
工
事
成
績
評
定
点
が
82
点
以
上
（
満

点
１
０
０
点
）
の
成
績
を
収
め
た
工
事

の
施
工
業
者
お
よ
び
技
術
者
を
認
定
・

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
度
に
完
成
し
た
対
象
工

事
65
件
の
う
ち
、
優
れ
た
施
工
技
術
に

よ
り
認
定
基
準
を
満
た
し
た
１
社
を

「
優
良
建
設
工
事
施
工
業
者
」
と
し
て

認
定
し
、
工
事
を
担
当
し
た
技
術
者
を

「
優
良
技
術
者
」
と
し
て
表
彰
し
ま
し

た
。

建設会社と技術者の施工能力を評価
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰

管財課

○優良建設工事施工業者および優良技術者（敬称略）

優良建設工事施工業者 対象工事 優良技術者

㈱大和建設（七塚町） 市道池の内大
おお

戈
とし

線道路改良工事 山岡　昌
まさ

照
てる

　

株
式
会
社
大
和
建
設
は
、
認
定
制
度

を
創
設
し
た
平
成
20
年
度
か
ら
、
５
度

目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
山
耕
三
市
長
は
認
定
書
と
表
彰
状

を
手
渡
し
「
今
後
も
他
の
業
者
の
手
本

と
な
り
、
そ
の
高
い
技
術
力
を
、
市
民

の
安
心
安
全
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
事
業
着
手
を
行
っ
た
高
野

水
泳
プ
ー
ル
が
、７
月
４
日
に
完
成
し
ま
し

た
。

　

新
し
い
プ
ー
ル
は
、長
さ
25
ｍ
、深
さ
０
・

９
～
１
・
１
メ
ー
ト
ル
の
４
コ
ー
ス
の
ほ
か
、

約
90
平
方
メ
ー
ト
ル
、深
さ
０
・
７
メ
ー
ト
ル

の
低
学
年
向
け
エ
リ
ア
が
あ
り
、プ
ー
ル
サ

イ
ド
に
滑
り
に
く
い
素
材
を
使
用
す
る
な

ど
、利
用
者
に
優
し
い
施
設
で
す
。

　

７
月
10
日
、小
中
学
校
、自
治
振
興
区
、ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
な
ど
関
係
者
向
け
の
内
覧

会
を
行
い
、施
設
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
７
月
16
日
、完
成
後
初
め
て
、高
野

小
３
・
４
年
生
24
人
が
体
育
の
授
業
で
プ
ー

ル
を
利
用
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
新
し

い
プ
ー
ル
で
熱
心
に
授
業
を
受
け
、に
ぎ
や

か
な
声
と
、ば
た
足
で
水
を
蹴
る
音
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
夏
は
高
野
水
泳
プ
ー
ル
が
工
事
で

使
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
、高
野
小
の
児
童

は
比
和
小
の
プ
ー
ル
で
授
業
を
行
い
、夏
休

み
は
近
隣
の
口
和
町
、比
和
町
な
ど
の
プ
ー

ル
に
行
く
必

要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
本

年
は
高
野
町

内
で
思
い
切

り
泳
ぐ
こ
と

が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま

し
た
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

待望の地元プール
高野水泳プールが完成

高野支所

大舞台での活躍に期待
全国大会等出場者壮行式

生涯
学習課

　

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
34
人
の
選
手

の
壮
行
式
が
７
月
16
日
、
市
役
所
本
庁

舎
で
行
わ
れ
、
多
く
の
関
係
者
や
家
族

の
皆
さ
ん
が
、
出
場
者
を
激
励
し
ま
し

た
。

　

壮
行
式
で
は
、
木
山
耕
三
市
長
と
谷

口
隆
明
市
議
会
副
議
長
が
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
牧
原
明
人
教
育
長
よ
り

出
場
者
に
祝
金
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
出
場
者
を
代
表
し
て
、
令
和

元
年
度
第
27
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選

手
権
大
会
へ
出
場
す
る
庄
原
中
３
年
の

新
井
椿
さ
ん
が
決
意
表
明
を
述
べ
、
大

会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

出席者で記念撮影

選手を代表して決意表明を述べる新井椿さん

　

出
場
者
（
敬
称
略
）

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

７
月
26
日
～
28
日
・
兵
庫
県
神
戸
市

●
卓
球
個
人（
カ
ブ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

松
井　
　

翼
（
総
領
小
４
年
）

●
卓
球
個
人（
カ
ブ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

上
野　

優
奈
（
川
北
小
４
年
）

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会

10
月
14
日
・
東
京
都
文
京
区

●
柔
道
（
団
体
）

吉
田　

真
太
（
庄
原
小
４
年
）

全
日
本
少
年
少
女
武
道
（
銃
剣
道
）

練
成
大
会

７
月
31
日
・
東
京
都
千
代
田
区

●
銃
剣
道　

個
人
試
合

藤
本　

芽
衣
（
東
城
小
３
年
）

藤
本　

勇
太
（
東
城
小
６
年
）

細
川　

柊
河
（
小
奴
可
小
６
年
）

細
川　

楓
河
（
東
城
中
１
年
）

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

８
月
３
日
～
４
日
・
東
京
都
足
立
区

●
女
子
個
人
組
手　

５
年
の
部

新
井　
　

梓
（
庄
原
小
５
年
）

●
女
子
個
人
組
手　

６
年
の
部

藤
谷　

凪
沙
（
板
橋
小
６
年
）

全
日
本
女
子
学
童
軟
式
野
球
大
会

８
月
２
日
～
８
日
・
愛
媛
県
松
山
市

●
軟
式
野
球

滝
口　

美
和
（
板
橋
小
６
年
）

松
木　

萌
夏
（
高
野
小
６
年
）

林
和
男
旗
杯
国
際
野
球
大
会

７
月
25
日
～
30
日
・
山
形
県
天
童
市

●
硬
式
野
球

黒
田　

昂
汰
（
西
城
中
３
年
）

光
永
潤
太
郎
（
庄
原
中
３
年
）

ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
選
手
権
大
会

７
月
27
日
～
29
日
・
兵
庫
県
淡
路
市

●
硬
式
野
球

鈩
谷　

涼
裕
（
庄
原
中
３
年
）

松
田　

啓
杜
（
庄
原
中
３
年
）

大
浦　

快
生
（
庄
原
中
３
年
）

入
江
信
乃
介
（
東
城
中
３
年
）

大
塚　

正
樹
（
庄
原
中
２
年
）

宮
野　

成
来
（
庄
原
中
２
年
）

桑
原　

颯
大
（
東
城
中
２
年
）

伊
藤　

剛
志
（
東
城
中
２
年
）

全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

８
月
16
日
～
18
日
・
北
海
道
札
幌
市

●
女
子
個
人
組
手

新
井　
　

椿
（
庄
原
中
３
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

陸
上
競
技
大
会

８
月
４
日
～
８
日
・
沖
縄
県
沖
縄
市

●
男
子
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

田
邊　

光
紀
（
庄
原
格
致
高
３
年
）

●
女
子
４
０
０
ｍ

●
女
子
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

谷
口　
　

優
（
神
辺
旭
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

空
手
道
競
技
大
会

８
月
８
日
～
11
日
・
沖
縄
県
名
護
市

●
男
子
個
人
組
手

新
井　
　

蓮
（
呉
港
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃　

競
技
選
手
権
大
会

７
月
28
日
～
31
日
・
安
芸
太
田
町

●
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
競
技　

女
子

個
人
戦

村
上
彩
美
夏
（
西
城
紫
水
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

７
月
27
日
～
31
日
・
佐
賀
県
嬉
野
市

●
写
真
部
門

森
下　

颯
太
（
庄
原
格
致
高
３
年
）

永
田
理
梨
夏
（
庄
原
格
致
高
２
年
）

敷
田　

和
典
（
庄
原
格
致
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

７
月
31
日
～
８
月
１
日
・
佐
賀
県
佐
賀
市

●
吹
奏
楽
部
門

宮
本　

黎
生
（
広
島
新
庄
高
２
年
）

全
日
本
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
　

実
業
団
男
子
選
手
権
大
会

７
月
26
日
～
29
日
・
愛
媛
県
松
山
市

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

熊
本　

聖
也
（
川
北
町
）

全
日
本
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球　
　
　

選
手
権
大
会

７
月
５
日
～
７
日
・
富
山
県
富
山
市

●
卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

・
女
子
シ
ン
グ
ル
70

・
混
合
ダ
ブ
ル
ス
１
４
０

岩
本　

里
美
（
西
本
町
）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

11
月
９
日
～
12
日
・
和
歌
山
県
田
辺
市

●
合
気
道
（
個
人
）

吉
川　

和
利
（
宮
内
町
）

宮
田　

康
弘
（
東
城
町
）

体育の授業の様子（高野小）

左から㈱大和建設代表取締役 藤原由雄さん、
木山耕三市長、㈱大和建設 山岡昌照さん
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防災力を高める

早めの帰宅を促す

音色を楽しむ高校生が地域貢献から学ぶ
　口和地域防災研修会・7/5

　防災行政無線に挑戦・7/17

　オカリナ教室・6/26　西城地域貢献活動講座

口和自治振興センターで防災研修会が開催され、約
90 人が参加しました。

講師に広島市防災士ネットワーク代表世話人の柳
やなぎさこ

迫
長
ちょうそう

三さんを迎え、１グループ８～ 10 人のグループ
ワークを行いました。建物の図面に、避難者に見立て
たカードを置き、避難の手順やルートを想定するなど
避難所運営の疑似体験をしました。

参加者からは「事前に施設を把握し、避難所開設を
想定すべき」「避難者をどの部屋に誘導すれば良いか
判断が難しかった」などの意見がありました。

また、女性部による炊き出しの訓練や防災グッズの
展示などが行われ、地域の防災力を高める研修になり
ました。

高野中生徒会役員２人が、市役所高野支所で防災行
政無線の録音に挑戦しました。

この取り組みは、庄原市青少年健全育成協議会高野
支部により行われているもので、夏休み期間中の児童
生徒が規則正しい生活を送るよう、17 時に屋外無線
放送を使い、児童生徒の声で帰宅を呼びかけます。

録音に挑戦した生徒は、初め早口になったり、声が
小さかったりしましたが、最後は２人とも満足できる
内容で録音することができました。

この後、小学校児童による録音も行われ、夏休みに
は児童生徒の元気な声が高野町内に響き渡ります。

総領自治振興センターで、オカリナ教室が開催され
ました。

初めてオカリナを吹いた参加者は、タンギングとい
う舌を使った吹き方や、穴を指で押さえるのに苦戦し
ながらも「いちばん星みつけた」などの演奏を楽しみ
ました。

参加者からは「オカリナは音を聴くだけで癒やされ
る」「押さえるのが難しい指があるけど、メロディに合
わせて吹くと楽しい」などの感想がありました。

講師の迫
さ こ え

江登
と き こ

基子さんは「陶器で作られたオカリナ
から出るやわらかい素朴な音色が魅力。楽器を吹ける
ことで、生活に潤いや張り合いが出たら良いと思い講
座をしている」と話していました。

西城紫水高校は、２・３年生の教育課程に西城地域
貢献活動講座を設け、西城町内の施設や企業に生徒を
派遣しています。この活動は、高校生の力を西城町の活
性化のために役立てることで、生徒の社会性や自己肯
定感を育てるとともに、今後の進路選択のきっかけづ
くりなどを目的としています。

３年生の科目選択者27 人は、昨年９月から約１年
間、西城温水プール水夢や西城保育所など16 カ所を訪
れ、清掃活動や行事の準備などを行いました。

西城温水プール水夢で活動した山
や ま も と

本竜
り ゅ う い

威さんは
｢ロッカーの清掃をした時、利用者の方から『ありがと
う』と言われてうれしかった。地域に貢献できて良かっ
た｣と話していました。

貴重な植物図の展示始まる

住民参画で古民家再生大きく育ってね

　比和自然科学博物館特別展・7/19

　せとうち古民家ステイズ Hiroshima 長者屋・6/16、22　「人権の花」苗の植え替え・6/26

　比和自然科学博物館で第 80 回特別展「植物学者
牧
ま き の

野富
と み た ろ う

太郎が登った吾妻山」が始まり、オープニング
セレモニーが行われました。
　進

しんどう

藤眞
ま さ き

基館長や展示物の作成に関わったインストラ
クターなどが出席し、セレモニーの後、学芸員による
展示解説会がありました。
　今回の特別展は、３年間かけて吾妻山に自生する植
物を調査したものをまとめた、植物誌の発刊を記念し
て企画されたものです。「日本の植物学の父」と呼ばれ
る牧野富太郎が、昭和７年に初めて吾妻山で植物採集
研修を行った記録に関連して、吾妻山で見られる植物
の貴重なスケッチ画や植物図の原画を中心に展示して
います。

　比和町三河内で、長く大切にされてきた築 250 年
の古民家を宿泊施設として再生するプロジェクト「せ
とうち古民家ステイズ」の一環で、住民参加のワーク
ショップが行われ、市内外から２日間で約 30 人が参
加し、古民家再生に従事しました。
　参加者は、地元で工務店を営む奥

お く だ

田順
よ し の り

紀さんの指導
のもと、壊れた土壁を崩し、水を加えて丁寧に練り直
し、新たに土壁を塗りなおす修繕作業を行いました。
　参加者は、「約 250 年使っていた素材を利活用し、
新たな息吹を吹き込む作業に携われたことは、とても
貴重な経験。左官さんの腕さばきを見る機会がないの
で良い体験になった」と話していました。
　９月１日からは、こ
の古民家が宿泊施設

「せとうち古民家ステ
イ ズ Hiroshima 長 者
屋」としてオープンす
る予定です。市民の
方向けの特別価格も、
27 ページ（お知らせ）
で紹介されています。
ぜひご利用ください。

小奴可小１・２年生 12 人が、校舎前で「人権の花」
の苗の植え替えを行いました。

この苗は、市が毎年４月に人権擁護委員を通じて「人
権の花」の種を市内の小学校などに贈呈しており、そ
の種が育ったものです。

児童は、人権擁護委員の渡
わたなべ

邉龍
りゅうじ

司さんと地元の花づ
くり名人８人に教わりながらプランターに肥料や土を
入れ、アスターなど３種類の苗を植え替えました。本
年は苗の成長が遅く小さかったため、根元の土を崩さ
ないよう優しく慎重に植え替えていました。

▲グループワークをする参加者

▲録音方法を習う生徒たち

▲演奏を楽しむ参加者▲窓の拭き掃除を行う生徒

№5

№7 №6 №2№3

№1

▲真剣に解説を聞く参加者

▲外観（イメージパース）▲リビングエリア（イメージパース）▲優しく慎重に植え替え

▲壊れた土壁を崩して、新たに練り直す参加者

№4
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悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ９月２日㈪・９日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

※手続きには約30分を要します。

育児相談 ９月10日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ９月19日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ９月12日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ９月３日㈫・17日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ９月12日㈭13時30分～15時30分 西城支所

東城 ９月５日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 ９月19日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター

比和 ８月22日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ９月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ９月19日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ９月19日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

比和 ８月22日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ９月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談

庄原 ９月20日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター
広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ８月23日㈮13時～16時 東城支所

口和 ９月６日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

９月３日㈫・17日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
９月５日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
８月27日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 肢体 ９月19日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 ９月９日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

心の健康相談 ９月17日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

★東城「遊夏祭」★
多くの出店が集まり、とてもにぎやかな祭です。ステー
ジショーをはじめ楽しい催しが盛りだくさん。伝統の
盆踊りも継承しています。山間に響く約１，０００発
の花火は見応えあり！
■と　き　８月 10日（土）17時～ 21時
■ところ　東城小学校グラウンド
■問い合わせ　東城「遊夏祭」実行委員会（東城町
商工会内）☎ 08477-2-0525

★ヒバゴン郷どえりゃあ祭★
間近で見られる大迫力の花火が見どころです。パ
レードや子ども抽選会のほか、神楽や吹奏楽など楽
しい催しがいっぱいです。
■と　き　８月13日（火）17時～21時 30分
■ところ　ウイル西城駐車場周辺
■問い合わせ　備北商工会　本所
☎ 0824-82-2904

★ふるさと盆踊り・花火大会 in 比和★
会場近くを流れる比和川沿いに５００個余りの灯ろ
うが設置され、幻想的な光で辺りを照らします。盆
踊りやうちわ抽選会の後、花火が比和の夜空を飾り
ます。
■と　き　８月 15日（木）19時～ 21時 30分
■ところ　比和中学校グラウンド
■問い合わせ　ふるさと盆踊り花火大会実行委員会
（備北商工会比和支所）☎ 0824-85-2330

★しょうばら夏まつり花火大会★
約３, ０００発の花火が、庄原の夜空を華やかに彩
ります。水面に映る仕掛け花火も見どころです。
■と　き　８月 25日（日）19時 30分～
　　　　　※雨天の場合は 26日（月）に順延
■ところ　庄原上野公園
■問い合わせ　庄原市観光協会庄原支部
☎ 0824-73-0602

庄原夏まつり

★庄原よいとこ祭★
庄原の夏を締めくくる一大イベントです。24日夜
は恒例パレードで参加団体の熱い踊りが観客を魅了
し、25日は庄原市民会館で、踊りや楽器演奏が披
露される芸能祭が開催されます。
■と　き　８月 24日（土）・25日（日）
■ところ　庄原市市街地　ほか
■問い合わせ　よいとこ祭実行委員会
☎ 0824-72-6623・090-7897-5301

熱い夏がやってきました。
８月には市内各地で夏まつりが開催されます。
食べるもよし！踊るもよし！見物するもよし！
みんなで楽しんで、夏ばてを吹き飛ばしましょう！

第
32
回
備
北
地
区　
　
　
　

中
学
生
意
見
発
表
大
会

　

庄
原
市
、
三
次
市
の
中
学
生
に

よ
る
意
見
発
表
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
中
学
生
が
日
常
生
活
や
自
ら

の
体
験
を
通
し
て
日
頃
考
え
て
い

る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
19
日
㈪

10
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

備
北
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
児
童
福
祉
課
児
童
福

祉
係
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

第
15
回
庄
原
絵
手
紙
大
賞
作
品

募
集
作
品　

未
発
表
の
自
作
絵
手
紙
（
ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ
）

※
１
人
２
点
以
内

題
材　

自
由

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
学
、

勤
務
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

８
月
20
日
㈫
～
９
月
17
日
㈫

応
募
要
領　

作
品
の
裏
面
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
園

児
、児
童
、生
徒
、学
生
は
保
育
所
・

幼
稚
園
・
学
校
な
ど
の
名
称
お
よ

び
学
年
な
ど
）・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰　

一
般
・
子
ど
も
の
部
そ
れ

ぞ
れ
に
、
大
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励

賞
を
贈
り
ま
す
。

そ
の
他　

入
賞
作
品
、
応
募
作
品

は
10
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭
に
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
多
愛
夢
で
展

示
し
ま
す
。
入
賞
作
品
の
著
作
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
、
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会

〒
７
２
７
‐
０
０
１
３

庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17
番
15
号

庄
原
市
民
会
館
内

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
５
４
５
３

商
工
林
業
課
商
工
振
興
係

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

人
権
作
品

　

生
命
の
尊
さ
や
生
き
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を

表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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お知らせInformation

そ  

の  

他

募
集
部
門

①
標
語
の
部

②
詩
・
作
文
の
部

③
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写

真
な
ど
の
部

応
募
方
法

▼
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

▼
作
品
に
は
、
住
所
（
学
校
を
通

し
て
応
募
し
な
い
場
合
）
ま
た
は

学
校
名
・
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
「
標
語
の
部
」
の
作
品
は
、フ
ェ

ル
ト
ペ
ン
な
ど
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
優
秀
作
品
の
発
表
お
よ
び
表
彰

は
、庄
原
市
人
権
講
演
会
で
行
い
、

入
賞
者
へ
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

▼
作
品
を
直
接
持
参
す
る
場
合

は
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所

教
育
室
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、

生
涯
学
習
課
宛
て
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
作
品
の
返
却

は
原
則
と
し
て
行
い
ま
せ
ん
。

募
集
締
切　

９
月
６
日
㈮
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

電
波
利
用
環
境
保
護

　

電
波
は
警
察
、
消
防
・
救
急
、

放
送
、
携
帯
電
話
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
電
波

は
、
こ
ん
な
大
切
な
通
信
を
妨
害

し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

ま
す
。
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
波
の
３
つ
の
ル
ー
ル

①
無
線
機
器
の
利
用
に
は
「
技
適

マ
ー
ク
」
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免

許
が
必
要
で
す
。

③
外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、
国

内
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

中
国
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部
電

波
利
用
環
境
課

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
３

特
別
障
害
者
手
当
・　
　
　

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給

●
特
別
障
害
者
手
当

対
象

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常

生
活
で
常
時
、
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
あ
る
20
歳
以
上

の
人
。（
審
査
あ
り
）

支
給
額

月
額
２
万
７
２
０
０
円
（
原
爆
介

護
手
当
と
の
支
給
調
整
あ
り
）

※
施
設
へ
入
所
、
ま
た
は
３
カ
月

以
上
入
院
し
た
場
合
は
受
給
資
格

を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格
喪
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

対
象

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
で

常
時
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
20
歳
未
満
の
人
。（
年
金

受
給
者
は
対
象
外
）

支
給
額

月
額
１
万
４
７
９
０
円

※
施
設
に
入
所
し
た
場
合
は
受
給

資
格
を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格

喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
支
給
月

　

い
ず
れ
の
手
当
も
２
・
５
・
８
・

11
月
に
前
３
カ
月
分
の
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

診
断
書
（
指
定
の
用
紙
）、
印
鑑
、

所
得
状
況
届
、
年
金
・
恩
給
受
給

額
の
確
認
書
類
、
振
込
先
通
帳
な

ど手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児　
　

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

　

市
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
の
言
語
能
力
の
向
上

を
支
援
す
る
た
め
、
補
聴
器
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

▼
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
補
聴

器
を
購
入
す
る
前
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
申
請
窓
口
は
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生

活
室
で
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
次
の

①
・
②
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

18
歳
未
満
の
難
聴
児
の
保
護
者
。

①
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
と

し
て
30
デ
シ
ベ
ル
以
上

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

外※
た
だ
し
、
世
帯
の
中
に
市
町
村

民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の

人
が
い
る
場
合
は
対
象
外
と
し
ま

す
。

助
成
金
の
額

補
聴
器
購
入
費
と
基
準
額
を
比
較

し
て
少
な
い
金
額
の
３
分
の
２

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
印
鑑

▼
医
師
の
意
見
書（
指
定
の
用
紙
）

▼
意
見
書
に
基
づ
き
補
聴
器
販
売

業
者
が
作
成
し
た
見
積
書

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
い
じ
め

や
児
童
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
発
す
る
信
号
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
問
題
の
解
決
を
支

援
す
る
た
め
、専
用
相
談
電
話「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を
常
時

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
８
月
29
日
か
ら
９
月

４
日
ま
で
の
間
を
、全
国
一
斉「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週

間
と
し
て
、
時
間
を
延
長
し
て
電

話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
利
用
で

き
ま
す
。

【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
０ぜ

ろ
ぜ
ろ
な
な

０
７
‐の

１ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

実
施
期
間　

８
月
29
日
㈭
～
９
月

４
日
㈬
の
７
日
間

相
談
受
付
時
間

８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

※
強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分

庄
原
市
斎
場
（
和な

ご
み

の
丘
）
の

利
用
に
つ
い
て

　

７
月
号
に
引
き
続
き
、
皆
さ
ん

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
事

項
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

▼
式
場
の
利
用
時
間
に
つ
い
て

　

式
場
の
利
用
時
間
は
、
８
時
30

分
か
ら
12
時
30
分
ま
で
、
ま
た
は

13
時
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。
通
夜

で
利
用
す
る
場
合
は
17
時
30
分
か

ら
21
時
ま
で
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
準
備
や
後
片
付

け
を
行
う
時
間
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
仮
に
、
前
の
利
用
者
が
い
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
時
間
内
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。（
早
め

の
入
館
は
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
式
の
開
始
時
間
を
教
え
て
も
ら

え
な
い
か

　

和な
ご
み

の
丘
に
限
ら
ず
、
葬
儀
や
通

夜
の
運
営
に
つ
い
て
、
市
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
当
家
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
供
花
を
発
注
し
て
も
ら
え
な
い
か

　

市
や
指
定
管
理
者
で
供
花
の
発

注
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合

は
、
葬
儀
会
社
や
生
花
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。こ
の
ほ
か
、

市
や
指
定
管
理
者
は
、
香
典
な
ど

の
金
品
を
預
か
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

古
民
家
宿
の
優
待
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　

庄
原
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
㈱
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
特
別
優
待
の
ご
案

内
で
す
。

　

古
民
家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
再

生
す
る
事
業
「
せ
と
う
ち
古
民
家

ス
テ
イ
ズH

iroshim
a

」
の
一
環

で
、
市
内
の
古
民
家
２
軒
が
宿
泊

施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。（
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

　

９
月
か
ら
宿
泊
受
け
入
れ
を
開

始
す
る
こ
の
２
つ
の
１
棟
貸
古
民

家
宿
泊
施
設
へ
、
特
別
な
優
待
価

格
で
宿
泊
で
き
る
プ
ラ
ン
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。
ご
家
族
の
帰
省
や

同
窓
会
時
の
宿
泊
な
ど
、
グ
ル
ー

プ
で
だ
ん
ら
ん
で
き
る
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
の
あ
る
施
設
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金
（
税
抜
価
格
）

▼
通
常
、
４
人
で
５
万
円
の
と
こ

ろ【
平
日
】
４
人
で
２
万
９
千
円

【
土
曜
日
】
４
人
で
３
万
２
千
円

（
以
降
１
人
に
付
き
プ
ラ
ス
２
千

円
、
最
大
６
人
ま
で
。）

対
象
期
間　

12
月
27
日
㈮
ま
で

優
待
条
件　
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら

を
見
た
」
と
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。

令和元年度　自衛官採用試験
～平和を仕事にする～

募集項目 応募資格 受付期間 試験期日
（※）いずれか１日指定

防衛大学校
学生

推薦

高卒（見込み含む）
21 歳未満

９月５日㈭～９日㈪
９月28日㈯・29日㈰

総合選抜 １次：９月28日㈯
２次：11月２日㈯・３日㈰

一般（前期）

９月５日㈭～ 30 日㈪

１次：11月９日㈯・10日㈰
２次：12月10日㈫～14日㈯（※）

防衛医科大学校
医学科学生

１次：10月26日㈯・27日㈰
２次：12月11日㈬～13日㈮（※）

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官コース）

１次：10月19日㈯
２次：11月30日㈯・12月１日㈰

航空学生 ９月６日㈮まで
１次：９月16日（月・祝）
２次：10月15日㈫～20日㈰（※）
３次：11月22日㈮～12月18日㈬（※）

一般曹候補生

18 歳以上 33 歳未満

９月７日㈯まで １次：９月20日㈮～22日㈰（※）
２次：10月11日㈮～16日㈬（※）

自衛官候補生
男子

年間を通じて募集 受付時にお知らせします
女子

　詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。
　問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎０８２４－６２－０３５０

広島地本 検索

●令和元年度　自衛隊新規入隊者

　本年度、庄原市出身の方が陸上自衛隊
に２人、航空自衛隊に１人入隊しました。
　自衛隊の任務は、国の平和と独立を守
ることや災害時の人命救助など多岐にわ
たり、一層重要性も増しています。
　入隊した３人の活躍を期待しています。

森　　元樹さん 倉谷　篤史さん 伊折ショーさん
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広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

２
０
１
９
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　
　

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
競
技
会

（
平
成
31
年
３
月
27
日
～
31
日
／
長

野
県
下
高
井
郡
）

●
小
学
生
男
子
回
転

●
小
学
生
男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転

松
尾　

昂
紀（
東
城
小
５
年
）

第
71
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
７
月
28
日
～
31
日
／
宮
崎
県
日

向
市
）

島
根
県
立
三
刀
屋
高
等
学
校

全
国
大
会

中
国
大
会

県
大
会

楠
部　

夕
夏（
２
年
・
新
庄
町
）

酒
井
亜
寿
花（
２
年
・
川
北
町
）

第
72
回
中
国
高
等
学
校　
　

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

（
６
月
14
日
～
16
日
）

●
男
子
１
１
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

第
２
位

田
邊　

光
紀（
庄
原
格
致
高
３
年
）

●
女
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル

第
３
位

●
女
子
４
×
４
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー

第
２
位

谷
口　
　

優
（
神
辺
旭
高
３
年
・

東
城
町
）

第
72
回
広
島
県
高
等
学
校　
　

総
合
体
育
大
会
空
手
道
競
技

（
５
月
25
日
・
26
日
）

●
男
子
個
人
組
手

優
勝

新
井　
　

蓮
（
呉
港
高
３
年
・
板

橋
町
）

※
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ら
れ
ま
す
。

　

受
験
案
内
は
９
月
６
日
㈮
ま
で

生
涯
学
習
課
で
配
布
し
ま
す
。

　

願
書
は
８
月
19
日
㈪
か
ら
９
月

６
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
文
部
科
学
省
へ
郵
送
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
４

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

施
設
概
要

①
長
者
屋

■
所
在
地　

比
和
町
三
河
内

１
５
２
８

■
設
備　

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
１
室
、

和
室
２
室
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、

キ
ッ
チ
ン
、
浴
室
、
ト
イ
レ
×
２
、

展
示
室
、
駐
車
場

②
不
老
仙

■
所
在
地　

上
谷
町
７
９
６

■
設
備　

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
１
室
、

和
室
２
室
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
、
浴
室
、
ト
イ
レ
×
２
、
駐
車

場■
共
通
備
品　

W
i-F
i

、
電
子
レ

ン
ジ
、
冷
蔵
庫
、
コ
ン
ロ
、
調
理

器
具
、
金
庫
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
ボ
デ
ィ
ソ
ー

プ
、
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
ス
リ
ッ

パ
、
温
水
洗
浄
便
座
、
エ
ア
コ
ン

設
備

※
施
設
詳
細
に
つ
い
て
は
、
庄

原
市
観
光
ナ
ビ
（https://

shobara-info.com
/

）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

予
約
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
８
５

８
月
は　
　
　
　
　
　
　
　

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

「
こ
の
道
は　

世
界
に
つ
づ
く　

ゆ
め
と
び
ら
」（
令
和
元
年
度
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」推
進
標
語（
小

学
生
の
部
）
最
優
秀
作
品
）

　

私
た
ち
が
日
頃
何
げ
な
く
使
っ

て
い
る
道
路
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
や
歩

行
者
が
通
行
し
た
り
、
水
道
管
な

ど
の
公
共
的
な
設
備
が
設
置
さ
れ

た
り
し
ま
す
。
道
路
は
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
施
設
で
す
。
し
か
し
、
身

近
な
存
在
で
あ
る
た
め
か
、
そ
の

重
要
性
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

　

誰
も
が
毎
日
使
う
道
路
で
す
。

８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

を
契
機
に
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
道
と
生

活
と
の
関
わ
り
や
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
の
役

割
、
正
し
い
利
用
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

道
路
占
用
に
つ
い
て

　

道
路
は
自
由
な
通
行
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
目
的
以

外
に
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
る

上
下
水
道
管
、
電
柱
、
電
線
な
ど

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
占
用
と
は
、
通
行
目
的
以

外
に
道
路
の
地
上
、
地
下
ま
た
は

上
空
に
物
件
や
施
設
を
設
置
し
、

継
続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

道
路
占
用
は
、
多
少
な
り
と
も

通
行
の
支
障
に
な
る
こ
と
か
ら
、

事
前
に
道
路
管
理
者
の
許
可
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
道
路
占
用

物
件
に
よ
っ
て
は
、
占
用
料
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
道
を
占
用
す
る
場
合
は
建
設

課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・

地
域
振
興
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
は
、
病

気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
、
保
護
者
が
義
務
教
育
の
学
校

に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
子
な
ど
に
つ
い

て
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

に
国
が
行
う
試
験
で
、
合
格
者
に

は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北夏まつり
８月25日㈰まで開催中！

国営備北
丘陵公園
だより

５
万
本
の
ひ
ま
わ
り
畑

開
花
期
間

８
月
中
旬
ご
ろ
ま
で

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

※
最
寄
り
駐
車
場
は
第
２
駐
車
場

●
ひ
ま
わ
り
の
切
り
花
体
験

と
き　

８
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

13
時
～
15
時　

※
開
花
状
況
な
ど
に
よ
り
、
開
催

を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

定
員

２
０
０
人
／
日（
１
人
５
本
ま
で
）

と
こ
ろ

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
体
験

●
大
流
し
う
ど
ん

　

と
い
を
流
れ
る
う
ど
ん
を
す

く
っ
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

と
き　

８
月
10
日
㈯
・
11
㈰
・
12
（
月
・
祝
）

11
時
～

参
加
費

３
５
０
円
／
食

と
こ
ろ

さ
と
や
ま
屋
敷

水
あ
そ
び
情
報

●
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

　

全
長
約
40
メ
ー
ト
ル
で
、
幼
児

か
ら
小
学
生
ま
で
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ

と
水
遊
び
を
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

８
月
25
日
㈰
ま
で　

９
時
30
分
～
17
時
30
分
（
入
場
は

17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

管
理
セ
ン
タ
ー
横

●
水
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー

　

た
く
さ
ん
の
霧
を
浴
び
て
楽
し

め
る
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
と
、
縦
横

７
メ
ー
ト
ル
、
水
深
30
セ
ン
チ
程

度
の
プ
ー
ル
が
登
場
し
ま
す
。

と
き　

８
月
18
日
㈰
ま
で

９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
は
８
月
25
日

㈰
ま
で

と
こ
ろ　

中
入
口　

中
の
広
場

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

リ
ア
ル
謎
解
き
Ｒ
Ｐ
Ｇ　
　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
△
ブ
レ
イ
バ
ー

　

戦
士
・
魔
法
使
い
・
忍
者
に
な

り
き
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
ひ
ば

の
里
の
平
和
を
取
り
戻
す
、
リ
ア

ル
体
験
型
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

ゲ
ー
ム
で
す
。

と
き　

８
月
25
日
㈰
ま
で

10
時
～
17
時
30
分

※
受
け
付
け
は
９
時
30
分
～
16
時

※
１
ゲ
ー
ム　

60
分
～
90
分

参
加
費

▼
１
ゲ
ー
ム　

８
０
０
円

▼
セ
ッ
ト
券
（
３
ゲ
ー
ム
）

２
２
０
０
円　

※
特
典
付
き

▼
ラ
ス
ト
ク
エ
ス
ト　

８
０
０
円

（
３
つ
の
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し

た
方
の
み
参
加
可
能
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
（
受
け
付
け

は
中
の
広
場
特
設
テ
ン
ト
）

ミストシャワー
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しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　９月９日（月） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

９月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶７月７日、庄原市こども未来広場完成式の取材に
行きました。式典や記念行事としてミニこどもまつ
りが開催され、親子連れや「おじいちゃん」「おばあ
ちゃん」など、たくさんの人の笑顔でいっぱいの一日
でした。こども未来広場の運営をしていただく方々
にも、本当に感謝ですね。
　平和特集について。当時を知る人が少なくなって
きていますが、語り継いでいかなければと思ってい
ます。谷川さん、お話をありがとうございました。

８月・９月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　「幅広生地」
　と　き　８月26日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
　参加費　5,000円
▶展示・販売＆イベント
○世界の天然石
　と　き　８月 14日㈬まで
○夏祭り
　と　き　８月 10日㈯～ 17日㈯
　※ 11日㈰～ 13日㈫　切り花の販売　など
○土曜夜市　※夏祭り最終日に開催！
　と　き　８月 17日㈯　18時～ 21時
○庄原実業高校　庄実農業クラブ
　※学校で生産した農産物の販売
　と　き　８月 10日㈯・９月 14日㈯　10時～
○瀬戸内海産物特選市（音戸ちりめん、珍味など）
　と　き　８月 10日㈯～ 18日㈰　※毎月開催予定

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
ボビンレース作品展
とき　９月８日㈰～10日㈫　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

９月６日㈮ 庄原市役所
東城支所

10時～11時30分
12時30分～15時

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

令和元年６月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３５，１３４人（前年比－６８６人）　
男　　１６，７２０人（前年比－３０９人）　
女　　１８，４１４人（前年比－３７７人）
世帯数　１５，５６３世帯（前年比－１１２世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４２７人（前年比＋５１人）
○庄原地域　１７，８６４人（７，９４３世帯）
○西城地域　　３，３４５人（１，４１９世帯）
○東城地域　　７，５８３人（３，５０５世帯）
○口和地域　　１，９５９人　　（８０３世帯）
○高野地域　　１，７３２人　　（６７２世帯）
○比和地域　　１，３３３人　　（６０６世帯）
○総領地域　　１，３１８人　　（６１５世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

８月25日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
９月１日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

８日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
15 日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

市の取り組み

基本施策１
食育の実践

１　子ども・若い世代の意識の向上
●夏休み子ども食育教室の実施
●小 ･中学校での ｢弁当の日｣ の実施　
●食品関連事業者等との食育イベント
２　家族や仲間と楽しむ共食
●地域での男性料理教室の実施　
●地域での世代間交流ができる料理教室の
開催

１　規則正しい生活リズムの定着
●保育所、学校での「早寝・早起き・朝ごはん」
の定着　
●栄養バランスの取れた、朝食の重要性に
ついての啓発
●保育所、学校での生活リズムの指導
２　生活習慣病予防のための食習慣の定着
●生活習慣病予防をテーマとした出前トー
クの実施
●健塩応援店、スーパー等との生活習慣病
予防の啓発
●住民告知放送等で、薄味に努め、1食に野
菜を120ｇ以上取り入れた食事の啓発
●給食での庄原減塩･野菜･和食の日の実施
３　介護予防における食育
●出前トークや介護予防講座等での高齢期
の食事、口腔機能についての啓発
●シルバーリハビリ体操の普及啓発

１　食文化の理解と継承
●給食で庄原食育の日（郷土食）の実施
●豆腐、こんにゃく、味噌など手作りの味の継
承教室の実施
２　地産地消の促進
●給食や家庭での庄原産農産物の活用促進
●地産地消推進店の啓発や登録の働きかけ

１　食育推進団体への支援
●各地域の食育推進団体同士
での交流会の実施
２　関係団体との連携・協働
●食品関連事業者と連携を図った生活習慣
病予防のための取り組みの推進

基本施策２
望ましい食習慣
の定着

基本施策３
食文化の継承

基本施策４
「食」を支える
仕組みづくり

と　き　８月26日㈪　12時15分～ 55分
ところ　市役所本庁舎１階市民ホール
出演者　クレールクラリネットアンサンブル
石
い し わ だ

和田いちご・井
いのうえ

上佳
かの ん

音・上
うえだ

田康
やすひろ

弘・佐
さ さ き

々木美
みすず

涼・
島
しまもと

本惇
じゅん

・清
しみ ず

水采
さい か

香・田
たむら

村奈
な な こ

々子・永
ながしま

島歩
あゆ

・門
もんます

枡咲
さく ら

良
指揮／東

ひがしだに

谷聖
しょうご

悟
演奏曲目　トッカータとフーガニ短調（Ｊ．Ｓ．バッ
ハ作曲）、熊本民謡の贈りもの（森田一浩作曲）ほか
▶クレールクラリネットアンサンブル…広島文化学
園大学学芸学部音楽学科クラリネット専攻の学生に
より編成。これまで 10 回の定期演奏会を開催。広
島シャレオ地下街をはじめ、レクト（商業施設）や
安佐南区役所、大学行事などで積極的に演奏活動し
ている。
▶東谷聖悟…国立音楽大学器楽学科クラリネット専
攻卒業。元広島ウインドオーケストラ団員。元広島
クラリネットアンサンブルメンバー。広島文化学園
大学学芸学部音楽学科非常勤講師。

「熊野権現縁起絵巻」の写本とみられる新資料 熊野神社境内の
弥生土器

時悠館春・夏の企画展
「知られざる比婆山信仰の世界」開催中

時悠館  ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

　平成から令和への改元という節目の年の夏。わが国の成り
立ちや「悠

はる

かに限りなく遠い時」の流れに思いをはせて、神
話の謎解きに出かけてみませんか。
　比婆道後帝釈国定公園内に立地する時悠館では、９月１日
㈰まで、春・夏の企画展「知られざる比婆山信仰の世界」を
開催しています。
　さて、最古の歴史書「古事記」は、日本誕生の女神イザナ
ミが火の神（製鉄神）ヒノカグツチを生んで亡くなると、出
雲国と伯

ははきのくに

岐国の境の「比婆之山」へ葬ったとします。
　この企画展では、書籍「日本誕生の女神」（平成 28 年、
庄原市）をもとに、その後の知見を加え、各地の比婆山伝説
地や世界遺産「花の窟

いわや

」（三重県熊野市）の関係者のご協力
のもと、交通史や製鉄史、神話と考古学の接点から、奥深い
比婆山信仰の世界を探ります。
　会場では、西城町熊野神社の宝物「熊野神社棟

むなふだ

札三点」（市
重文）や社家に伝わる絵巻物、比和町比婆山神社社家に伝
わる「井

い ざ い け も ん じ ょ

西家文書」をはじめ、比婆山顕彰に尽力した宮
み や た

田
武
たけよし

義氏（庄原市名誉市民）のコレクション（徳
とくとみ

富蘇
そ ほ う

峰・川
かわばた

端
康
やすなり

成・棟
むなかた

方志
し こ う

功の作品など）や、久
く ぼ

保善
よしひろ

博刀匠（県無形文化
財保持者）の作刀による「直

ちょくとう

刀」、製鉄関連資料、植物細密
画など、比婆山信仰の世界を彩る貴重な品々が一堂に会し
ています。このうち熊野神社社家に伝わる絵巻物の一つは
「熊

く ま の ご ん げ ん え ん ぎ え ま き

野権現縁起絵巻」の写本とみられる新史料で、「熊野神社
棟札三点」とともに、紀州熊野三山との関係を示す重要なも
のです。
　また、本年４月に熊野神社の境内ではじめて発見された弥
生土器や、奥出雲町代

だいやま

山遺跡の弥生土器など、約 2,000 年前
に中国山地を往来していた弥生人の遺物も必見です。

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

　今回策定した第３次庄原市食育推進計画では、本計画の上
位計画である「第２期庄原市長期総合計画」における分野
別政策「“ あんしん ” が実感できるまち」を、めざすべき将
来像として掲げ、本市の豊かな食材と食文化を生かして市
民の皆さんの健康寿命を延伸することを基本目標としてい
ます。これらを達成するため、市では４つの基本施策に沿っ
て食育を推進していきます。
　今回は、この４つの基本施策に沿って行う、市の食育の
取り組みについてお知らせします。市民一人一人が、目標
に向かって食育に取り組んでいきましょう。

※第３次庄原市食育推進計画は市ホームペー
ジ（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/main/
health/food_edu/post_1116.html）に掲載しています。

第３次庄原市食育推進計画を策定しました
計画期間：令和元年度～５年度（５年間）

広報しょうばら／ 2019.8　30 31　2019.8 ／広報しょうばら



※繁忙期など無料とならない日もあります。詳しくはホームページ（https://www.shobara-furari.jp/）をご覧ください。

　野外の巨大スクリーンで、家族で楽しめる映画を上映するほか、
フラダンスの披露や特産品などが当たる抽選会、各種バザーがあり
ます。ぜひご来園ください。

● 問い合わせ／備北丘陵公園北エリア運営協議会（事務局：観光振興課観光振興係 ☎0824-73-1179）

内 容 
※雨天の場合は11日（日）に延期。
　ただし、フラダンスは中止します。

住民告知端末を設置しましょう!!
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